
戦
争
体
験
の
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー

日
米
の
実
践
と
課
題

河
野
仁

O
屋
］
臣
・
・
8
田
o
吟
喝
o
器
0
5
一
国
唱
6
臥
8
8
。
・
o
『
壽
『
‥
宇
a
6
θ
訂
き
』
〔
庁
飴
＝
g
唄
⑫
・
・
ぎ
書
。
d
・
o
D
°
き
島
冒
零
ロ

量
Z
O
出
皆
O
ロ
o
宮

は

じ
め
に

0
米
国
に
お
け
る
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
と
実
践

②
日
本
に
お
け
る
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
と
実
践

お
わ
り
に

［論
文
要
旨
］

　
本
稿
で
は
、
戦
争
・
戦
闘
体
験
の
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
に
関
す
る
実
践
状
況
を
、
主
と

し
て
米
国
の
研
究
機
関
お
よ
び
大
学
に
お
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
焦
点
を
あ
て
て
検
討
し
、
あ
わ
せ
て

日
本
に
お
け
る
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
の
実
践
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
。

　

ま
ず
、
米
国
に
お
け
る
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
の
歴
史
を
概
観
し
た
後
、
米
国
の
主
要
な

オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
い
く
つ
か
取
り
上
げ
て
、
詳
細
に
そ
の
研
究
・
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
や
特
徴
を
詳
し
く
紹
介
す
る
。
そ
の
際
、
特
に
焦
点
を
あ
て
る
の
は
、
オ
ー

ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
の
方
法
論
、
制
度
的
特
徴
、
実
践
理
念
、
実
践
方
法
、
収
集
資
料
の
記
録

様
式
、
内
容
や
種
類
、
研
究
成
果
の
公
表
・
公
開
に
関
す
る
方
針
や
方
法
、
な
ど
で
あ
る
。

　
米

国
に
お
い
て
、
最
も
古
い
歴
史
を
有
す
る
の
は
一
九
四
八
年
に
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究

機
関
を
発
足
さ
せ
た
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
あ
る
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
録
の
所
蔵
資
料
数
で
は
現
在
全

米
有
数
の
規
模
を
誇
り
、
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
の
質
に
お
い
て
は
全
米
を
リ
ー
ド
す
る
立

場

に
あ
る
が
、
戦
争
・
戦
闘
体
験
に
焦
点
を
あ
て
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
少
な
い
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

大

学
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
校
や
バ
ー
ク
レ
イ
校
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
立
大
学
フ
ラ
ー
ト
ン
校
な
ど
に
も

オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
戦
争
・
戦
闘
体
験
に
特
化
し
た

も
の
で
は
な
い
。

　
一
方
、
戦
争
・
戦
闘
体
験
に
焦
点
を
あ
て
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
持
つ
主
要
な
高
等
教
育
機
関
と
し
て

は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
立
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学
、
フ
ロ
リ
ダ
州
立
大
学
タ
ラ
ハ
シ
ー
校
、
テ
キ
サ

ス

工
科
大
、
北
テ
キ
サ
ス
大
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
現
在
、
も
っ
と
も
包
括
的
な
戦
争
・
戦

闘
体
験
の
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
記
録
の
収
集
を
行
っ
て
い
る
の
は
米
議
会
図
書
館
の
「
復
員
史

プ

ロ

ジ

ェ

ク
ト
（
＜
窪
6
屋
ロ
゜
・
日
む
。
8
q
勺
日
o
O
［
）
」
で
あ
り
、
第
一
次
世
界
大
戦
以
降
の
戦
争
・
戦

闘
体
験
者
を
対
象
と
し
た
所
蔵
記
録
数
は
二
〇
〇
七
年
三
月
の
時
点
で
約
四
万
五
千
に
上
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
米
海
兵
隊
に
お
い
て
も
ベ
ト
ナ
ム
帰
還
兵
を
対
象
に
一
九
六
五
年
よ
り
開
始
さ
れ
た

オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
現
在
で
は
歴
史
・
博
物
館
部
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

所
蔵
記
録
数

は
一
万
五
千
と
全
米
で
は
議
会
図
書
館
に
次
ぐ
規
模
で
あ
る
が
、
海
兵
隊
員
に
よ
る
イ

ン

タ
ビ
ュ
ー
実
施
を
原
則
と
し
て
い
る
点
で
、
高
校
生
以
上
で
あ
れ
ば
誰
で
も
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実

施
可

と
す
る
米
国
議
会
図
書
館
資
料
と
は
質
的
に
大
き
く
異
な
る
。

　
な
お
、
日
本
に
お
い
て
も
民
俗
学
、
文
化
人
類
学
、
政
治
学
、
歴
史
学
、
社
会
学
の
領
域
で
一
般

的
な
「
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
」
あ
る
い
は
「
ラ
イ
フ
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
」
研
究
の
蓄
積
が
少
な
か

ら
ず
あ
り
、
戦
争
・
戦
闘
体
験
に
関
す
る
「
聞
き
取
り
」
調
査
も
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
実
施
さ
れ
て
き

て

い

る
。
ま
た
、
二
〇
〇
三
年
に
は
日
本
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
学
会
も
設
立
さ
れ
る
な
ど
、
オ
ー

ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
の
制
度
化
が
進
行
し
て
い
る
が
、
個
別
の
研
究
や
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

と
ど
ま
っ
て
お
り
、
米
国
と
比
較
し
て
、
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
各
大
学
や
研
究
機
関
単
位
で
組
織
的

に
制
度
化
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
東
京
大
学
、
政

策
研
究
大
学
院
大
学
や
東
京
外
国
語
大
学
等
に
お
け
る
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
の
実
践
と
教
育
・

研
究
プ

ロ

グ

ラ
ム
の
制
度
化
の
試
み
は
注
目
に
値
す
る
が
、
戦
争
・
戦
闘
体
験
に
特
化
し
た
も
の
で
は
な
い
。

417



国立歴史民俗博物館研究報告

　第147集2008年12月

は
じ
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
》

　
「
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
」
を
「
聞
き
書
き
」
と
置
き
換
え
れ
ば
、
決
し
て
目

新

し
い
歴
史
叙
述
の
方
法
で
は
な
い
。
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
ヘ
ロ
ド
ト
ス
や
ト
ゥ
キ
ュ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

デ

ィ
デ
ス
の
叙
述
も
聞
き
書
き
を
基
に
し
て
い
た
。
ト
ン
プ
ソ
ン
に
よ
れ
ば
、
古
代

ギ

リ
シ
ア
の
鎧
兜
や
都
市
の
名
前
の
リ
ス
ト
は
、
『
イ
リ
ア
ド
』
が
初
め
て
文
字
で

書
か
れ
た
時
期
よ
り
も
六
百
年
前
か
ら
口
述
で
伝
承
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
記
録
の
正
確
さ
は
古
典
学
や
考
古
学
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
て
い
る
と
い

（
3
）

う
。
口
述
史
料
は
、
歴
史
と
同
じ
ぐ
ら
い
古
く
か
ら
使
わ
れ
て
お
り
、
口
述
史
料

よ
り
も
記
録
文
書
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
近
代
に
な
っ
て
か
ら
で
あ

（
4
）る

。
近
代
に
確
立
し
た
実
証
主
義
歴
史
学
が
支
配
的
な
潮
流
を
占
め
て
き
た
な
か

で
、
二
〇
世
紀
後
半
に
な
っ
て
「
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
」
が
歴
史
研
究
の
方
法

と
し
て
再
評
価
さ
れ
は
じ
め
、
近
年
で
は
「
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
ル
ネ
ッ
サ

　
（
5
）

ン

ス
」
と
で
も
呼
び
う
る
状
況
が
英
米
を
始
め
世
界
各
国
で
起
き
て
い
る
。
日
本
も

　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

そ

の
例
外
で
は
な
い
。
特
に
、
戦
争
体
験
を
も
つ
世
代
の
高
齢
化
が
進
み
、
直
接
的

な
体
験
を
「
語
る
」
こ
と
の
で
き
る
人
々
が
年
々
減
少
し
、
個
人
の
記
憶
と
と
も
に

「
戦
争
の
記
憶
」
が
歴
史
の
彼
方
へ
失
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
現
在
、
オ
ー
ラ
ル
・

ヒ
ス
ト
リ
ー
と
い
う
方
法
を
用
い
て
「
戦
争
体
験
の
語
り
」
を
記
録
す
る
こ
と
の
意

義
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
戦
争
体
験
の
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
の
現
状
と
実

践
状
況

を
、
主
と
し
て
米
国
の
大
学
や
研
究
機
関
お
よ
び
軍
機
関
の
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ

ス

ト
リ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
焦
点
を
あ
て
て
検
討
す
る
。
つ
ぎ
に
、
日
本
に
お
け
る

オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
の
現
状
と
実
践
例
に
つ
い
て
簡
単
に
言
及
す
る
。
さ

ら
に
、
両
国
で
の
実
践
や
研
究
の
進
展
状
況
を
ふ
ま
え
て
、
「
戦
争
体
験
の
語
り
」

を
記
録
す
る
方
法
と
し
て
の
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
考
察

し
て
み
た
い
。

●
米
国
に
お
け
る
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
と
実
践

　
ま
ず
、
米
国
に
お
け
る
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
の
歴
史
を
概
観
し
た
後
、

米
国
内
の
主
要
な
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
い
く
つ
か
取
り

上

げ
て
、
詳
細
に
そ
の
研
究
・
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
や
特
徴
を
詳
し
く
紹
介
す

る
こ
と
に
し
た
い
。
そ
の
際
、
特
に
焦
点
を
あ
て
る
の
は
、
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー

研
究
の
方
法
論
、
制
度
的
特
徴
、
実
践
理
念
、
実
践
方
法
、
収
集
資
料
の
記
録
様
式
、

内
容
や
種
類
、
研
究
成
果
の
公
表
・
公
開
に
関
す
る
方
針
や
方
法
、
な
ど
で
あ
る
。

①
一
般
的
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究

　
米
国
に
お
い
て
、
最
も
古
い
歴
史
を
有
す
る
の
は
、
一
九
四
八
年
に
ア
ラ
ン
・

ネ
ビ
ン
ズ
（
〉
一
一
①
目
　
ウ
『
O
＜
一
〇
ω
）
が
「
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
室
（
○
『
巴

田
゜
・
8
蔓
問
窃
①
曽
o
げ
○
蔀
o
o
一
〇
自
国
○
）
を
創
設
し
た
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
あ
る
。

コ

ロ

ン
ビ
ア
大
学
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
室
は
六
人
の
専
任
ス
タ
ッ
フ
を
も

ち
、
現
室
長
を
含
め
て
過
去
四
名
の
室
長
は
い
ず
れ
も
全
米
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー

学
会
会
長
を
務
め
、
一
九
九
四
年
に
は
国
際
オ
ー
ラ
ル
。
ヒ
ス
ト
リ
ー
学
会
を
開
催

す
る
な
ど
、
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
学
界
で
中
心
的
位
置
を
占
め
て
き
た
。
設
立

当
初
の
目
的
は
、
い
わ
ゆ
る
「
エ
リ
ー
ト
・
オ
ー
ラ
ル
」
と
呼
ば
れ
る
エ
リ
ー
ト
を

対
象
と
し
た
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
で
あ
っ
た
。
も
と
も
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で

あ
っ
た
彼
は
、
閣
僚
や
上
院
議
員
な
ど
の
政
治
エ
リ
ー
ト
を
中
心
に
、
判
事
、
出
版

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

界
・
産
業
界
の
エ
リ
ー
ト
た
ち
の
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
を
進
め
た
。

　
設
立
か

ら
半
世
紀
以
上
過
ぎ
た
現
在
で
は
、
エ
リ
ー
ト
層
だ
け
で
な
く
少
数
人

種
や

女
性

な
ど
を
含
む
民
衆
史
関
連
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
増
え
て
お
り
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
記
録
の
総
数
は
八
千
五
百
件
を
超
え
、
一
万
五
千
時
間
分
の
録
音
テ
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

を
所
蔵
し
、
所
蔵
数
で
は
現
在
全
米
第
三
位
の
規
模
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
の

O
H
R
O
室
長
を
務
め
る
メ
ア
リ
ー
・
ク
ラ
ー
ク
氏
に
よ
れ
ば
、
室
長
就
任
の
年
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河野仁［戦争体験のオーラル’ヒストリー］・

に

二
〇

〇
一
年
九
月
十
一
日
の
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
が
発
生
。
こ
の
事
件
に
よ
っ
て

人
生
の
転
機
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
人
々
の
歴
史
を
記
録
す
る
た
め
、
「
九
二
一

オ
ー
ラ
ル
．
ヒ
ス
ト
リ
ー
．
叙
述
と
記
憶
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
o
り
o
艮
o
日
●
隅
一
一
w
N
O
O
一
゜

○
「
巴
目
。
・
8
蔓
Z
曽
8
江
く
o
ρ
且
ζ
o
日
o
目
印
巳
Φ
9
）
」
を
立
ち
上
げ
、
今
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

五
〇
〇

人
以
上
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
録
を
収
集
す
る
に
い
た
っ
て
い
る
と
い
う
。
幾

多
の
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
記
録
の
う
ち
、
戦
争
体
験
に
関
連
す
る
も
の
は
「
空

軍
士
官
学
校
（
記
録
時
期
・
記
録
頁
1
1
一
九
六
八
年
・
五
七
四
五
頁
）
」
「
フ
ラ
イ
ン

グ
・
タ
イ
ガ
ー
ス
（
一
九
六
二
年
・
五
八
三
頁
）
」
「
ヘ
ン
リ
ー
・
ア
ー
ノ
ル
ド
空
軍

大
将

（
一
七
二
六
頁
）
」
「
海
兵
隊
（
一
九
六
六
～
七
一
年
・
一
九
九
三
一
頁
）
」
「
ベ

ト
ナ
ム
帰
還
兵
（
一
九
七
三
～
七
五
年
・
四
八
二
九
頁
）
」
「
海
軍
史
（
一
九
六
〇
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

六
九
年
・
一
七
九
八
七
頁
）
」
で
あ
る
。
特
に
、
「
海
兵
隊
」
と
「
海
軍
史
」
の
記
録

頁
数
は
、
い
ず
れ
も
二
万
頁
近
く
で
、
同
大
学
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
上
位
五
位
に
入
っ

て

い

る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

　

オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
実
践
方
法
に
つ
い
て
は
、
厳
格
に
以
下
の
よ
う
な
手

続
き
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
実
施
さ
れ
る
。
ま
ず
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
が
明
確
に

設
定

さ
れ
た
後
、
当
該
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
連
し
た
分
野
に
関
す
る
専
門
知
識
が
あ

り
過
去
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
経
験
を
持
つ
調
査
実
施
者
が
学
外
顧
問
、
も
し
く
は
非
常

勤
職
員
と
し
て
選
任
さ
れ
る
。
調
査
人
員
の
選
任
に
あ
た
っ
て
は
、
特
に
、
調
査
テ
ー

マ

に
関
す
る
文
献
や
資
料
の
所
在
、
歴
史
的
知
識
、
面
接
調
査
の
実
施
に
適
し
た
人

格
的
資
質
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
る
。
次
に
、
調
査
対
象
者
を
絞
り
、
調

査
協
力
依
頼
状
を
送
付
し
、
調
査
実
施
の
日
時
を
決
定
す
る
。
最
初
の
面
接
で
は
、

調
査
目
的
や
調
査
実
施
の
概
要
や
詳
し
い
手
順
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
が
主
眼
と

さ
れ
、
必
ず
し
も
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
実
施
し
な
い
。
被
調
査
者
に
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

調
査
実
施

ま
で
に
、
関
連
す
る
資
料
や
記
録
に
目
を
通
し
て
お
く
こ
と
を
依
頼
す

る
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
す
べ
て
録
音
さ
れ
、
一
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
九
〇
分
か
ら

二
時
間
を
目
安
と
し
、
そ
れ
以
上
の
場
合
は
次
回
と
す
る
。
回
数
は
被
調
査
者
の
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

験
や
調
査
実
施
の
都
合
に
も
よ
る
が
、
最
長
で
二
〇
回
を
超
え
る
こ
と
も
あ
る
。
イ

ン

タ
ビ
ュ
ー
調
査
が
終
わ
る
ご
と
に
、
録
音
テ
ー
プ
は
書
き
起
こ
し
の
た
め
に
研
究

室

に
持
ち
帰
り
、
室
長
も
し
く
は
副
室
長
の
監
査
を
受
け
る
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
実
施

者

は
、
紛
ら
わ
し
い
名
前
や
地
名
に
関
す
る
メ
モ
、
そ
の
他
書
き
起
こ
し
時
に
注
意

す
べ
き
点
を
書
き
起
こ
し
担
当
者
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
実
施
方

法
に
つ
い
て
、
録
音
テ
ー
プ
を
監
査
し
た
室
長
も
し
く
は
副
室
長
か
ら
助
言
を
受
け

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
次
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
確
認
す
べ
き
事
項
や
質
問
に
あ
た
っ

て

注
意
す
べ
き
点
を
確
認
す
る
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
が
専
門
的
か
つ
責
任
を
持
っ

て

実
施
さ
れ
る
よ
う
、
こ
う
し
た
厳
格
な
監
査
が
毎
回
行
わ
れ
る
。

　

調
査
が
終
了
し
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
録
が
す
べ
て
書
き
起
こ
さ
れ
た
ら
、
被
調
査

者
に
内
容
の
確
認
と
、
必
要
が
あ
れ
ば
修
正
を
求
め
る
。
そ
の
際
、
歴
史
的
事
実
の

誤
り
に
関
す
る
修
正
に
と
ど
め
、
発
言
記
録
の
加
筆
・
修
正
は
最
小
限
に
す
る
よ
う

依
頼
す
る
。
内
容
の
修
正
作
業
が
終
わ
る
と
、
公
式
記
録
と
し
て
保
存
す
る
。
同
時

に
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
録
の
著
作
権
は
被
調
査
者
に
属
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、

著
作
権
を
大
学
に
委
譲
す
る
た
め
の
書
類
に
署
名
し
て
返
送
し
て
も
ら
う
。
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
記
録
の
公
開
を
希
望
し
な
い
被
調
査
者
も
稀
に
あ
る
が
、
そ
の
場
合
は
そ
の

　
　
　
　
（
1
2
）

意
思
に
従
う
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
録
は
大
学
に
保
管
さ
れ
、
書
き
起
こ
し
資
料
は
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ

ル
ム

の
形
で
希
望

者
に
一
巻
あ
た
り
六
ド
ル
五
〇
セ
ン
ト
で
販
売
さ
れ
て
い
る
。
近

年
で
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
録
の
デ
ジ
タ
ル
化
も
進
み
、
一
部
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記

録

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
経
由
し
て
ビ
デ
オ
録
画
、
録
音
テ
ー
プ
、
書
き
起
こ
し
資

料
が
閲
覧
可
能
で
あ
る
。
資
料
公
開
に
は
原
則
と
し
て
制
限
は
な
く
、
研
究
者
か
ら

一
般
の

個
人
ま
で
誰
で
も
資
料
を
入
手
で
き
る
。
こ
れ
ま
で
に
千
冊
以
上
の
著
作
に

資
料
が
用
い
ら
れ
、
所
蔵
資
料
の
閲
覧
者
は
年
間
二
千
五
百
人
以
上
に
の
ぼ
る
。

　
一
九
五
四
年
に
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
（
問
①
゜
9
｛
o
昌
巴
○
『
巴

寓
［
の
8
目
O
曲
o
o
）
、
つ
い
で
一
九
五
九
年
に
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス

校

（○
旦
田
゜
・
↑
o
曼
写
o
o
Q
日
目
）
、
さ
ら
に
一
九
六
三
年
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大

学
サ
ン

タ
ク
ル
ー
ズ
校
（
問
O
胞
O
昌
ぷ
」
出
｛
ψ
り
⇔
O
目
㊥
『
O
口
『
§
）
で
も
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
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と
同
様
の
趣
旨
を
持
っ
た
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
設
立
さ
れ

た
。
こ
れ
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
そ
の
名
称
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
や
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、
あ
る
い
は
サ
ン
タ
ク
ル
ー
ズ
と
い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
社
会

に
根
ざ
し
た
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
収
集
と
記
録
を
主
眼
と
し
て
設

立

さ
れ
た
点
に
特
徴
が
あ
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
テ
ー
マ
に
よ
っ
て
は
、
地
方
都
市

レ
ベ
ル
を
超
え
て
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
レ
ベ
ル
や
米
国
西
部
地
域
レ
ベ
ル
に
も
拡
大

す
る
が
、
基
本
的
に
は
地
方
・
地
域
史
が
主
体
で
あ
る
。
調
査
テ
ー
マ
の
範
囲
は
広

く
、
た
と
え
ば
U
C
L
A
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
民
族
的
背
景
を
持
つ
移
民
（
ア
フ

リ
カ
系
、
日
系
、
韓
国
系
、
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
、
中
米
系
、
イ
ラ
ン
系
ユ
ダ
ヤ
人
）
、

一
九
五
〇

年
代
に
起
き
た
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
暴
動
、
労
働
・
環
境
保
護
運
動
、
建
築
・

景
観
、
音
楽
、
映
画
、
文
学
、
出
版
、
企
業
、
ダ
ン
ス
、
教
育
、
図
書
館
、
保
健
医
療
、

政
治
、
ス
ポ
ー
ツ
、
演
劇
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
関
連
で
は
、
日

系
人
収
容
所
関
係
の
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
記
録
が
充
実
し
て
い
る
。
ま
た
、
オ
ー

ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
記
録
以
外
に
も
、
戦
時
中
に
政
府
や
軍
部
が
作
製
し
た
広
報
映

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

画
や

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
・
フ
ィ
ル
ム
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
あ
る
。

　
調
査

実
施
の
方
法
論
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
場
合
と
同

様

に
、
高
い
水
準
の
維
持
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
U
C
L
A
の
場
合
、

調
査
実
施
に
あ
た
っ
て
は
調
査
者
の
持
つ
「
専
門
知
識
（
。
・
巳
］
。
臼
Φ
召
㊦
三
゜
。
①
）
」

が
重
視
さ
れ
、
専
任
ス
タ
ッ
フ
も
し
く
は
学
外
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
経
験
者
を
臨

時
に
雇
用
し
て
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
未
経
験
の
学
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

学
生
を
使
っ
て
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
は
な
い
。
た
だ
し
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
よ

う
に
、
部
外
の
専
門
家
が
実
施
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
都
度
、
専
任
ス
タ
ッ
フ
が
監

査
し
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
方
法
に
つ
い
て
助
言
を
す
る
こ
と
は
し
て
い
な
い
。
テ
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

起

こ
し
は
す
べ
て
業
者
に
外
注
し
て
い
る
。

　
一
方
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
や
サ
ン
タ
ク
ル
ー
ズ
校
で
は
、
む

し
ろ
学
部
学
生
が
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
調
査
に
参
加
す
る
こ
と
を
奨
励
し
て
い

る
。
調
査
の
実
践
を
通
じ
て
学
生
た
ち
は
社
会
全
体
の
変
化
や
連
続
性
と
個
人
の
日

常
生
活
と
の
関
連
を
理
解
し
、
調
査
経
験
を
重
ね
る
こ
と
で
実
際
的
方
法
論
を
身
に

つ
け
、
さ
ら
に
自
分
自
身
の
調
査
実
践
を
創
意
工
夫
す
る
こ
と
で
創
造
的
思
考
力
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

養
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
特
に
バ
ー
ク
レ
ー
校
で
は
二
〇
〇
二
年
以
降
、
学
部

生

対
象
の
授
業
科
目
を
開
講
し
て
指
導
教
授
も
し
く
は
R
O
H
O
の
ス
タ
ッ
フ
と

と
も
に
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
調
査
を
実
施
し
た
り
、
学
生
自
身
が
調
査
テ
ー
マ

を
設
定
し
て
独
自
の
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
録
の
公
開
に
つ
い
て
は
、
U
C
L
A
で
は
学
内
の
O
P
A
C

を
通
じ
て
書
き
起
こ
し
史
料
が
閲
覧
可
能
で
あ
り
、
学
外
の
研
究
者
に
も
有
償
で
資

料
を
販
売
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
部
の
資
料
は
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
ネ
ッ
ト
上
で
閲
覧

可

能
で
あ
る
。
原
則
と
し
て
、
U
C
L
A
の
資
料
は
バ
ー
ク
レ
ー
校
の
図
書
館
に

も
共
有
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
お
り
、
相
互
に
デ
ー
タ
を
共
有
し
て
い
る
。
バ
ー

ク
レ
ー
校
の
バ
ン
ク
ロ
フ
ト
図
書
館
所
蔵
資
料
で
第
二
次
大
戦
時
の
戦
争
体
験
を
記

録

し
た
も
の
と
し
て
は
、
軍
需
産
業
に
従
事
し
た
女
性
労
働
者
関
連
の
オ
ー
ラ
ル
・

ヒ
ス
ト
リ
ー
記
録
（
「
リ
ベ
ッ
ト
エ
の
ロ
ー
ジ
ー
（
問
o
°
。
8
　
↓
げ
①
担
く
①
8
『
）
」
）
が

特
筆
に
価
す
る
。
戦
時
中
の
女
性
労
働
者
を
記
念
し
た
同
名
の
記
念
公
園
が
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
近
郊
の
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
地
区
に
建
設
さ
れ
て
お
り
、
同
校
の
オ
ー
ラ
ル
・

ヒ
ス
ト
リ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
調
査
に
学
生
を
動
員
し
、
こ
の
銃
後
の
女
性
労

働
者
を
記
念
す
る
財
団
や
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
市
か
ら
も
資
金
援
助
を
受
け
て
い
る
。
学

生

た
ち
の
実
施
し
た
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
記
録
は
記
念
公
園
内
の
施
設
で
公
開

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
が
学
生
た
ち
へ
の
動
機
付
け
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
立
大
学
フ
ラ
ー
ト
ン
校
で
は
一
九
六
八
年

に
同
校
が
所
在
す
る
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
郊
外
の
オ
レ
ン
ジ
郡
に
在
住
す
る
若
者
た
ち
の

戦
争
体
験
を
記
録
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
設
立
さ
れ
、
今
日
で
は
口
述
・
公
共
史
セ
ン
タ
ー
（
O
①
暮
隅
合
『
O
『
巴
①
昆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

㊥
巨
ぴ
号
臣
゜
・
8
昌
）
と
し
て
同
校
の
C
O
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
認
定
さ
れ
て
い
る
。
同

セ
ン

タ
ー
の
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
記
録
所
蔵
数
は
約
四
千
五
百
を
数
え
、
日
系

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

米
国
人
の
収
用
所
体
験
の
記
録
以
外
に
も
、
二
次
大
戦
時
の
女
性
、
特
に
「
W
A
S
P
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河野仁［戦争体験のオーラル・ヒストリー］

（♂
＜
O
『
口
O
＝
》
｛
『
ま
「
O
O
O
り
①
『
＜
一
6
而
㊥
一
一
〇
⌒
o
力
）
」
と
呼
ば
れ
た
軍
の
輸
送
業
務
に
従
事
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

文
民
女
性
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
が
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
と
し

て

あ
げ
ら
れ
る
が
、
全
般
的
に
は
地
域
社
会
の
歴
史
を
個
人
個
人
の
体
験
を
通
し
て

記
録
す
る
こ
と
に
主
眼
が
お
か
れ
て
い
る
。
一
九
七
五
年
以
来
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト

リ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
率
い
、
現
在
口
述
・
公
共
史
セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
る
ハ
ン
セ

ン

氏
が
強
調
す
る
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
も
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト

リ
ー
」
を
記
録
す
る
こ
と
が
主
目
的
で
あ
り
、
そ
う
し
た
中
で
、
個
人
の
戦
争
体
験

が
取
り
上
げ
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。

　
調
査
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
専
任
ス
タ
ッ
フ
お
よ
び
学
部
・
大
学
院
学
生
が
教

授
の

指
導
を
受
け
な
が
ら
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
調
査
を
実
施
す
る
形
を
と
っ
て

　
（
2
0
）

い

る
。
セ
ン
タ
ー
長
の
ハ
ン
セ
ン
氏
は
元
全
米
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
協
会
会
長

（二
〇

〇

二

～
二
〇
〇
三
年
）
で
も
あ
り
、
調
査
の
実
施
方
法
は
上
述
の
コ
ロ
ン
ビ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

ア
大
学
や
U
C
L
A
の
場
合
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
全
米
オ
ー
ラ
ル
・

ヒ
ス
ト
リ
ー
協
会
で
は
、
標
準
的
な
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
実
施
手
順
を
定
め
て

　
（
2
）

い

る
。
た
だ
し
、
資
料
公
開
の
面
で
は
、
こ
れ
ま
で
蓄
積
さ
れ
て
き
た
カ
セ
ッ
ト
録

音
テ

ー
プ
を
C
D
－
R
に
記
録
す
る
作
業
が
進
ん
で
い
る
も
の
の
、
デ
ジ
タ
ル
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

の
波

に
は
や
や
乗
り
遅
れ
て
い
る
と
い
う
。

　
一
方
、
過
去
に
蓄
積
さ
れ
た
資
料
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
音
声
を
生

の

ま
ま
ネ
ッ
ト
上
で
視
聴
可
能
と
す
る
動
き
も
あ
る
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
立
大
学

ロ

ン
グ
ビ
ー
チ
校
で
は
、
一
九
七
〇
年
代
の
音
声
資
料
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
デ
ジ
タ
ル
・

ア
ー
カ
イ
ブ
化
を
す
す
め
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
で
約
千
件
、
三
五
〇
人
分
の
オ
ー
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

ル
・

ヒ
ス
ト
リ
ー
記
録
が
音
声
と
映
像
（
写
真
）
で
視
聴
で
き
る
。

　
な
お
、
こ
こ
に
紹
介
し
た
の
は
全
米
に
散
ら
ば
る
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
・
プ

ロ

グ

ラ
ム
の
な
か
で
も
ご
く
少
数
の
事
例
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
ら
の
大
学
以
外
に
も

ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
大
学
チ
ャ
ペ
ル
ヒ
ル
校
、
フ
ロ
リ
ダ
大
学
、
ジ
ョ
ー
ジ
メ
イ
ソ

ン
大
学
、
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
大
学
、
な
ど
多
数
の
大
学
に
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

プ
ロ

グ
ラ
ム
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。

②
戦
争
体
験
の
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
ー
大
学
付
属
機
関

　

一
方
、
戦
争
・
戦
闘
体
験
に
焦
点
を
あ
て
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
持
つ
主
要
な
高
等
教

育
機
関
と
し
て
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
立
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学
、
フ
ロ
リ
ダ
州
立

大
学
タ
ラ
ハ
シ
ー
校
、
テ
キ
サ
ス
大
学
オ
ー
ス
チ
ン
校
、
北
テ
キ
サ
ス
大
、
テ
キ
サ

ス

工
科
大

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
筆
者
が
直
接
訪
れ
る
機
会
の
あ
っ
た

ニ
ュ

ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
立
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学
、
お
よ
び
フ
ロ
リ
ダ
州
立
大
学
タ
ラ
ハ

シ
ー
校
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
中
心
に
検
討
し
て
み
た
い
。

　

ニ

ュ

ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
立
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学
付
属
図
書
館
特
別
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

に
属
す
る
「
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学
第
二
次
世
界
大
戦
、
朝
鮮
戦
争
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
、

冷
戦

期
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
」
は
一
九
九
四
年
に
設
立
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、

一
九
四

二
年
卒
業
期
生
会
が
一
〇
万
ド
ル
を
寄
贈
し
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
。
設

立

目
的
は
、
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学
（
一
九
七
二
年
ま
で
男
子
校
、
女
子
校
は
ダ
グ
ラ

ス
・

カ
レ
ッ
ジ
）
卒
業
生
の
第
二
次
世
界
大
戦
時
の
戦
争
体
験
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調

査

に
よ
っ
て
記
録
・
保
存
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
復
員
兵
に
大
学
教
育
費
や
住

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

宅
購
入
費
の
補
助
を
支
給
す
る
こ
と
を
規
定
し
た
「
G
I
法
」
の
社
会
的
影
響
力

を
調
べ
る
こ
と
も
そ
の
目
的
と
さ
れ
た
。
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学
で
は
、
イ
ン
タ
ビ
ユ
ー

記
録
だ
け
で
な
く
、
個
人
の
回
想
録
や
手
紙
・
日
記
な
ど
の
文
書
資
料
も
同
時
に
収

集
・
保
存
し
て
い
る
が
、
戦
時
中
に
使
用
し
た
物
品
に
つ
い
て
は
受
け
付
け
て
い
な

い
。
図
書
館
内
に
は
小
さ
な
展
示
室
が
あ
り
、
写
真
や
手
紙
・
文
書
資
料
を
展
示
す

る
一
方
、
学
外
の
博
物
館
や
図
書
館
な
ど
で
の
特
別
展
示
も
開
催
し
、
所
蔵
記
録
を

広
く
一
般
に
公
開
す
る
努
力
も
し
て
い
る
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
の
実
施
に
は
、
歴

史
学
部
の
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
関
連
の
授
業
を
受
講
し
た
学
生
の
参
加
を
奨
励

し
て
お
り
、
戦
争
体
験
者
と
若
い
世
代
の
世
代
間
交
流
を
促
進
し
、
同
じ
大
学
の
先

輩
と
後
輩
と
い
う
こ
と
で
、
教
育
効
果
を
高
め
る
狙
い
も
あ
る
。
当
該
プ
ロ
グ
ラ
ム

の

専
任
ス
タ
ッ
フ
（
所
長
以
下
二
名
）
は
図
書
館
に
属
し
、
そ
れ
以
外
に
研
究
助

手
、
学
生
数
名
（
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
歴
史
研
究
実
習
生
）
お
よ
び
卒
業
生
の
有
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志

（二
〇
〇

五
年
＝
月
当
時
三
七
名
）
の
支
援
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
プ

ロ

グ

ラ
ム
の
運
営
委
員
会
は
学
内
外
の
研
究
者
・
有
識
者
一
五
名
（
歴
史
学
部
教
授

が
委
員
長
を
務
め
る
）
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
調
査
実
施
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
ま

ず
調
査
対
象
者
に
簡
単
な
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
事
前
に
実
施
し
、
戦
争
体
験
の
概
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

を
把
握
す
る
。
そ
の
後
、
専
任
ス
タ
ッ
フ
（
場
合
に
よ
り
学
生
も
参
加
）
が
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
調
査
を
実
施
す
る
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
録
音
し
た
テ
ー
プ
は
学
外
の
専
門
家

に
書
き
起
こ
し
を
依
頼
し
、
ス
タ
ッ
フ
が
内
容
を
精
査
し
た
上
で
、
被
調
査
者
に
記

録
内
容
を
確
認
し
て
も
ら
い
、
記
録
（
テ
ー
プ
・
文
書
）
の
公
開
に
関
す
る
承
諾
を

得
る
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
録
音
に
は
六
〇
分
テ
ー
プ
を
使
用
し
、
通
常
ビ
デ
オ
撮
影

は

し
な
い
。
調
査
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
あ
る
程
度
標
準
化
さ
れ
た
質
問
項
目
を
用

意
し
、
時
系
列
順
に
家
族
背
景
、
教
育
歴
、
従
軍
体
験
、
戦
後
体
験
、
等
を
聞
い
て

い
く
。
移
民
の
国
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
を
知
る
上
で
、
各
調
査
対
象
者
の
祖
先
（
ル
ー
ツ
）

に
か
か
わ
る
質
問
も
重
視
さ
れ
る
。
ま
た
、
戦
前
の
対
恐
慌
時
代
の
生
活
状
況
に
関

す
る
質
問
も
不
可
欠
で
あ
る
。
ラ
ト
ガ
ー
ス
大
学
に
入
学
す
る
に
あ
た
り
、
G
I

法
の
恩
恵
に
浴
し
た
か
ど
う
か
も
必
ず
質
問
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
二
〇
〇
五

年
一
一
月
の
時
点
で
は
、
約
六
六
〇
人
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
が
実
施
さ
れ
、

三

八
〇

人
分
の
資
料
が
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
さ
れ
て
い
た
（
二
〇
〇
七
年
三
月
二
五
日

現
在
、
公
開
資
料
数
は
四
二
五
件
）
。
ま
た
、
日
記
・
手
紙
・
写
真
・
回
顧
録
も
少

数
だ

が
ネ
ッ
ト
上
で
閲
覧
可
能
で
あ
る
。
所
蔵
資
料
の
大
半
は
、
第
二
次
大
戦
経
験

者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
録
で
あ
り
、
「
銃
後
」
経
験
を
持
つ
女
性
卒
業
生
も
六
〇
名

　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

弱
含
ま
れ
て
い
る
。

　
フ

ロ

リ
ダ
州
立
大
学
タ
ラ
ハ
シ
ー
校
歴
史
学
部
に
所
属
す
る
「
第
二
次
大

戦
と
戦
争
体
験
研
究
所
（
甘
゜
・
江
9
8
8
≦
自
「
△
司
曽
H
］
き
臼
夢
o
国
已
日
自
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

国
目
。
「
［
。
⇒
8
）
」
は
、
一
九
九
七
年
に
設
立
さ
れ
た
。
設
立
の
目
的
は
、
戦
争
体
験

者
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
録
、
回
顧
録
、
部
隊
史
、
著
書
、
手
紙
、
日
記
、
地
図
、
写

真
、
映
像
記
録
、
飛
行
・
航
海
記
録
、
音
楽
、
詩
、
部
内
新
聞
・
雑
誌
、
漫
画
、
絵

画
、
記
念
品
、
制
服
、
そ
の
他
第
二
次
世
界
大
戦
参
加
者
か
ら
の
あ
ら
ゆ
る
種
類
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

寄
贈
品
を
組
織
的
に
保
存
す
る
こ
と
で
あ
る
。
米
国
市
民
の
戦
争
体
験
の
継
承
を
目

的
と
し
て
い
る
た
め
、
前
線
・
銃
後
、
男
女
、
人
種
、
兵
士
本
人
・
遺
族
を
問
わ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

幅
広
く
体
験
を
記
録
・
保
存
す
る
こ
と
に
務
め
て
い
る
。

　
同
校
歴
史
学
部
に
は
「
ラ
イ
ケ
ル
ト
・
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
弓
庁
⑦
間
色
合
o
岸
○
邑
田
゜
・
8
昌
印
o
噌
①
日
）
」
も
設
立
さ
れ
て
お
り
、
戦
争
体
験

の

オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
記
録
は
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
も
収
集
さ
れ
て
い
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

実
質
的
に
は
両
者
は
共
同
し
て
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
調
査
実
施
方
法
に
つ
い
て

は
、
大
学
の
専
任
教
員
二
名
、
一
般
市
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
お
よ
び
一
部
、
学
生

（
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
科
目
受
講
生
）
も
参
加
し
て
実
施
さ
れ
る
。
調
査
対
象

者

に
は
、
二
次
大
戦
だ
け
で
な
く
、
朝
鮮
戦
争
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
従
軍
経
験
者
も
含

ま
れ
る
。
テ
ー
プ
の
書
き
起
こ
し
は
研
究
助
手
の
大
学
院
生
が
担
当
す
る
。
所
蔵
資

料

は
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
口
述
資
料
の
公
開
は
来
訪
者
に
限
定
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
主
た
る
理
由
は
情
報
保
全
で
あ
り
、
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
す
る
こ
と
に
よ
る

潜
在
的
な
問
題
を
回
避
す
る
こ
と
も
考
慮
し
て
の
措
置
で
あ
る
と
い
う
。
本
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
特
徴
は
、
口
述
資
料
や
手
紙
・
日
記
・
地
図
等
の
文
書
資
料
の
み
な
ら
ず
、

四
九
〇

〇
点
に
の
ぼ
る
膨
大
な
物
品
資
料
も
保
管
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
こ
れ
ら
の

物
品
に
は
戦
時
中
の
各
種
制
服
や
装
備
品
、
携
行
品
、
通
信
機
器
等
多
岐
に
わ
た
る
。

所
蔵

品
の
一
部
は
、
学
内
の
展
示
室
に
常
設
展
示
さ
れ
て
い
る
が
、
大
部
分
は
倉
庫

に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
折
に
触
れ
て
、
こ
れ
ら
の
物
品
の
一
部
は
学
外
で
の
移
動
展

示
に
提
供
さ
れ
る
。

　

テ

キ
サ
ス
大
学
オ
ー
ス
チ
ン
校
で
は
、
ラ
テ
ン
系
米
国
人
の
第
二
次
大
戦
に
お
け

る
戦
争
体
験
の
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
一
九
九
九
年
に
設
立

さ
れ
た
。
現
在
ま
で
に
約
五
〇
〇
名
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
し
て
お
り
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

一
部

は
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
二
冊
の
著
作
も
刊

　
　
　
　
　
（
3
4
）

行
さ
れ
て
い
る
。
北
テ
キ
サ
ス
大
の
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

一
九
六
〇

年
代
後
半
に
設
立
さ
れ
、
当
初
は
テ
キ
サ
ス
州
出
身
の
政
治
エ
リ
ー
ト
を

対
象
と
し
て
い
た
が
、
次
第
に
対
象
は
ノ
ン
・
エ
リ
ー
ト
に
も
広
が
り
、
一
五
〇
〇
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河野仁［戦争体験のオーラル・ヒストリー］

件
に
の
ぼ
る
口
述
記
録
の
多
く
は
第
二
次
大
戦
時
の
従
軍
経
験
を
持
つ
元
兵
士
の
も

　
　
　
（
3
5
）

の
で
あ
る
。

　
テ

キ
サ
ス
工
科
大
学
の
ベ
ト
ナ
ム
・
ア
ー
カ
イ
ブ
は
、
一
九
九
九
年
に
ベ
ト
ナ
ム

戦
争
に
参
加
し
た
軍
人
、
銃
後
を
守
っ
た
文
民
の
戦
争
体
験
を
広
く
記
録
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
設
立
し
た
。
テ
キ
サ

ス

大
学

オ
ー
ス
チ
ン
校
と
同
じ
く
、
後
述
す
る
米
議
会
図
書
館
の
「
復
員
兵
の
歴

史
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
公
式
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
調
査
経
験
の
な
い

一
般
市
民
の
協
力
者
も
広
く
募
集
し
て
お
り
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
実
施
の
た
め
の

手
引
書
や
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
る
教
育
資
料
の
提
供
、
あ
る
い
は

高
校
や
大
学
レ
ベ
ル
の
教
師
向
け
の
シ
ラ
バ
ス
や
授
業
内
容
の
事
例
も
ネ
ッ
ト
上
で

公
開
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
口
述
資
料
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
録
画

も
「
仮
想
ベ
ト
ナ
ム
・
ア
ー
カ
イ
ブ
（
↓
げ
O
＜
一
『
ゴ
』
①
一
く
一
〇
⇔
口
①
白
］
㎏
ノ
『
⇔
庁
一
く
O
）
」
の
ネ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

ト
上
で
閲
覧
可
能
で
あ
る
。

③
戦
争
体
験
の
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
ー
米
議
会
図
書
館

　
現

在
、
も
っ
と
も
包
括
的
な
戦
争
体
験
の
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
記
録
の

収
集
を
行
っ
て
い
る
の
は
米
議
会
図
書
館
の
「
復
員
兵
の
歴
史
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
＜
0
8
田
5
田
c
・
8
目
零
o
］
Φ
6
［
）
」
で
あ
り
、
第
一
次
世
界
大
戦
以
降
イ
ラ
ク
戦
争

ま
で
の
戦
争
経
験
者
を
対
象
と
し
た
所
蔵
記
録
数
は
こ
れ
ま
で
に
約
四
万
五
千
に

上
っ

て

い
る
。
「
兵
役
、
保
存
、
名
誉
（
o
乃
g
＜
ρ
印
Φ
゜
・
魯
く
P
口
8
自
）
」
」
を
合
言
葉
に
、

米
国
の
戦
争
に
従
事
し
た
市
民
の
戦
争
体
験
を
幅
広
く
収
集
・
保
存
す
る
こ
と
を
主

目
的
と
し
て
、
二
〇
〇
〇
年
＝
月
＝
日
「
復
員
兵
の
日
（
＜
魯
o
日
p
。
。
O
昌
）
」

に
議
会
図
書
館
ア
メ
リ
カ
民
族
生
活
セ
ン
タ
ー
の
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
こ
の
巨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
3
）

大

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
発
足
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
足
は
、
二
〇
〇
〇
年

一
〇

月
二
七
日
に
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
が
署
名
し
た
「
復
員
兵
の
歴
史
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
法
（
＜
o
冨
『
昌
c
・
O
巨
庄
。
。
8
目
＞
6
［
）
」
に
依
拠
し
て
い
る
。
こ
の
法
案
に
よ
れ
ば
、

本
プ

ロ

ジ

ェ

ク
ト
設
立
の
趣
旨
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
第
一
次
世
界
大
戦
の
従

軍
兵
四
七
〇
万
、
第
二
次
世
界
大
戦
一
六
五
〇
万
、
朝
鮮
戦
争
六
八
〇
万
、
ベ
ト
ナ

ム

戦
争
九
二
〇
万
、
湾
岸
戦
争
三
八
〇
万
を
含
む
幾
多
の
米
国
民
が
二
〇
世
紀
の
軍

事
作
戦

に
従
事
し
て
き
た
。
今
日
、
一
九
〇
〇
万
人
の
復
員
兵
が
米
国
に
暮
ら
し
て

い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
次
大
戦
経
験
者
の
う
ち
生
存
者
は
わ
ず
か
三
四
〇
〇
人
、

六
〇

〇
万
人
の
二
次
大
戦
経
験
者
も
一
日
あ
た
り
一
五
〇
〇
人
が
他
界
し
て
い
る
の

が
現
実
で
あ
る
。
「
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
」
は
歴
史
家
、
研
究
者
、
作
家
、
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
、
映
画
製
作
者
、
教
師
、
生
徒
、
市
民
な
ど
す
べ
て
の
人
々
に
と
っ
て
計

り
知
れ
な
い
価
値
を
持
つ
。
家
族
や
友
人
に
対
し
て
沈
黙
を
守
り
が
ち
な
復
員
兵
が
、

そ

の
記
憶
を
語
り
伝
え
る
こ
と
は
わ
が
国
の
歴
史
を
豊
か
に
す
る
こ
と
を
可
能
と
す

る
。
米
国
の
復
員
兵
の
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
収
集
し
保
存
す
る
こ
と
は
国
益

に
か
な
い
、
こ
の
国
の
将
来
を
担
う
世
代
に
古
い
世
代
が
耐
え
忍
ん
で
従
事
し
た
戦

争
に
お
け
る
英
雄
的
行
為
、
退
屈
、
恐
怖
、
勝
利
を
生
の
ま
ま
の
情
報
に
よ
り
伝
え

る
こ
と
に
も
な
る
。
わ
が
国
で
最
大
最
古
の
連
邦
文
化
機
関
で
あ
る
議
会
図
書
館
は
、

こ
れ
ら
の
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
収
集
・
保
存
し
、
公
開
す
る
に
は
最
適
の
機

関
で
あ
る
。
特
に
、
議
会
図
書
館
付
属
米
国
民
族
生
活
セ
ン
タ
ー
は
、
資
料
を
維
持

保
管
し
、
一
般
大
衆
向
け
の
文
化
・
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
り
上
げ
る
た
め
の
専
門

知
識
や
技
能
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
法
案
の
目
的
は
、
国
家
レ
ベ

ル

で
復
員
兵
の
戦
争
体
験
の
記
憶
を
録
画
・
録
音
し
、
後
続
の
世
代
が
直
接
的
に
戦

争
体
験
者
の
声
を
聞
き
、
戦
争
の
現
実
を
学
び
、
戦
争
の
犠
牲
者
に
感
謝
す
る
た
め

の
地
域
社
会
レ
ベ
ル
で
の
努
力
を
促
進
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
、
新
た
な
連
邦
政
府

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鵠
）

の

承
認
と
予
算
の
支
援
を
う
け
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
立
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　
同
法
は
、
さ
ら
に
「
復
員
兵
の
歴
史
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
詳
細
に
つ
い
て
も
規
定

し
、
収
集
さ
れ
た
ロ
述
資
料
は
議
会
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
通
じ

て
一
般
公
開
さ
れ
る
べ
き
こ
と
、
当
初
予
算
は
年
二
五
万
ド
ル
を
割
り
当
て
る
こ

と
、
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
収
集
に
あ
た
っ
て
は
、
他
の
機
関
や
個
人
と
パ
ー

ト
ナ
ー
契
約
を
結
ぶ
こ
と
、
寄
付
金
は
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

専
用
の
口
座
を
開
設
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
の
た
め
だ
け
に
用
い
る
べ
き
こ
と
な
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（
讐

ど
を
定
め
て
い
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
公
式
パ
ー
ト
ナ
ー
は
、
全
米
五
二
州
の

歴
史
協
会
や
大
学
・
研
究
機
関
、
全
米
規
模
の
戦
友
会
組
織
や
各
種
学
術
団
体
な
ど

数
百

を
数
え
る
。
二
〇
〇
四
年
に
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
で
従
軍
し
た
兵
士
の
全
米

規
模
の
戦
友
会

（ブ
「
①
亘
O
白
巴
綱
O
「
一
ユ
＜
＜
①
『
H
］
男
①
已
昌
一
〇
目
）
が
ワ
シ
ン
ト
ン
D
C
で

開
催
さ
れ
、
メ
モ
リ
ア
ル
・
デ
ー
（
五
月
二
九
日
）
を
は
さ
む
週
末
だ
け
で
約
三
千

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
⑳
）

件
の
口

述
資
料
を
収
録
し
た
と
い
う
。

　
二
〇

〇

七
年
ま
で
に
収
録
さ
れ
た
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
記
録
は
、
前
述
の
よ

う
に
四
万
五
千
を
超
え
、
毎
週
二
五
〇
件
に
の
ぼ
る
数
の
口
述
資
料
が
全
米
か
ら
寄

せ

ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
問
題
は
、
口
述
資
料
の
受
領
か
ら
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
さ
れ

る
ま
で
、
六
～
一
二
ヶ
月
を
要
す
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
わ
ず
か
に
二
十
数
名
の

ス

タ
ッ
フ
し
か
い
な
い
と
こ
ろ
に
、
大
量
の
口
述
資
料
が
届
き
、
適
時
に
資
料
公
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

す
る
た
め
の
処
理
能
力
の
限
界
を
超
え
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
調
査
の
実
施

に
あ
た
っ
て
は
、
一
六
歳
以
上
の
男
女
な
ら
誰
で
も
実
施
可
能
で
、
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

ス

ト
リ
ー
調
査
の
方
法
論
に
関
し
て
は
全
く
素
人
で
も
構
わ
な
い
。
厳
格
な
方
法
論

に
準
拠
し
た
「
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
」
と
、
台
所
で
孫
に
祖
父
が
戦
争
体
験
を

語

る
の
を
録
音
す
る
よ
う
な
気
軽
な
「
個
人
的
追
想
」
と
の
中
間
的
形
態
を
と
る
こ

と
が
多
い
の
が
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
た
口
述
資
料
の
特
徴
で

　
（
4
3
）

あ
る
。
戦
争
を
体
験
し
た
世
代
の
「
語
り
」
を
直
接
聞
く
機
会
を
若
い
世
代
に
提
供

し
、
よ
い
社
会
教
育
の
機
会
と
す
る
こ
と
も
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
重
要
な
目
的
で

あ
る
こ
と
は
、
前
述
の
法
案
の
設
立
趣
旨
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　
所
蔵
資
料
の
目
録
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
さ
れ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
も
検
索
可
能

（戦
争
名
、
従
軍
地
、
軍
種
、
階
級
、
氏
名
、
性
別
、
捕
虜
体
験
、
な
ど
の
検
索
項

目
あ
り
）
で
あ
る
。
非
調
査
者
の
属
性
や
口
述
資
料
の
内
容
に
関
す
る
概
要
が
提
示

さ
れ
、
一
部
の
口
述
資
料
に
つ
い
て
は
、
音
声
・
写
真
・
書
き
起
こ
し
文
書
が
閲
覧

で

き
る
が
、
そ
の
割
合
は
全
所
蔵
資
料
数
四
万
五
千
の
う
ち
、
三
千
八
百
件
（
う
ち

二
次
大
戦
経
験
者
は
二
千
七
百
件
）
と
一
〇
％
に
満
た
な
い
。
所
蔵
資
料
の
デ
ジ
タ

ル

化
促
進

は
今
後
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
て
い

な
い
口
述
資
料
の
閲
覧
・
視
聴
の
た
め
に
は
、
議
会
図
書
館
ま
で
来
訪
す
る
必
要
が

あ
り
、
著
作
等
へ
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
調
査
者
と
被
調
査
者
の
両
者
か
ら
の
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
姐
）

面
に
よ
る
承
諾
が
必
要
と
な
る
。

　
「
復
員
兵
の
歴
史
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
口
述
資
料
の
ほ
か
に
、
個
人
の
回
想

録
、
手
紙
、
写
真
な
ど
の
文
書
資
料
も
受
け
付
け
て
い
る
が
、
「
三
次
元
の
物
品
」
（
ヘ

ル

メ
ッ
ト
、
制
服
、
勲
章
、
認
識
票
、
水
筒
な
ど
）
は
受
け
付
け
て
い
な
い
。
最

近
、
新
し
い
倉
庫
も
竣
工
し
、
寄
贈
資
料
の
収
納
ス
ペ
ー
ス
は
拡
張
さ
れ
た
が
、
そ

れ
で

も
資
料
の
保
管
場
所
の
確
保
は
常
に
関
係
者
の
頭
を
悩
ま
せ
る
問
題
で
あ
る
と

い
う
。

④
戦
争
体
験
の
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
ー
米
軍

　
一
方
、
各
軍
に
お
い
て
も
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
設
置
さ
れ

て

い
る
。

　
米
海
兵
隊
に
お
い
て
は
、
ベ
ト
ナ
ム
帰
還
兵
を
対
象
に
一
九
六
五
年
よ
り
開
始
さ

れ

た
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
、
現
在
で
は
歴
史
・
博
物
館

部
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
所
蔵
記
録
数
は
一
万
五
千
と
全
米
で
は
議
会
図
書
館
に

次

ぐ
規
模
で
あ
る
が
、
こ
の
件
数
に
は
留
保
が
つ
く
。
実
際
の
口
述
資
料
件
数
は

六
千
五
百
件
で
あ
り
、
同
一
の
録
音
資
料
に
複
数
の
被
調
査
者
が
含
ま
れ
て
い
る
た

め
、
一
人
当
た
り
の
録
音
時
間
は
数
分
で
あ
っ
て
も
収
蔵
記
録
上
は
一
件
と
数
え
て

い

る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
一
万
五
千
件
の
う
ち
、
約
八
千
件
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
経
験

者
の
口
述
記
録
で
あ
る
。
軍
に
よ
る
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
調
査
の
特
徴
は
、
単

に
兵
士
の
戦
争
体
験
の
記
憶
を
記
録
し
、
「
生
き
た
歴
史
」
と
し
て
後
世
に
伝
え
る

と
い
う
だ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
兵
士
の
実
戦
体
験
か
ら
「
教
訓
（
5
°
・
8
勿

甘
①
目
o
エ
）
」
を
引
き
出
し
、
爾
後
の
戦
闘
遂
行
の
資
と
す
る
点
に
も
そ
の
特
徴
が
あ

る
。
そ
の
意
味
で
は
、
同
じ
海
兵
隊
員
に
よ
る
詳
細
な
戦
場
心
理
の
「
深
層
」
に
迫

る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
実
施
さ
れ
て
い
る
点
で
、
高
校
生
以
上
で
あ
れ
ば
誰
で
も
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
可
と
し
、
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
戦
争
物
語
」
を
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河野仁［戦争体験のオーラル・ヒストリー］

記
録
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
米
国
議
会
図
書
館
の
口
述
資
料
と
は
質
的
に
大
き
く

異
な
っ
て
い
る
。
「
作
戦
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
作
戦
経
験
に
関
す
る
現
役

兵
士
へ
の
聞
き
取
り
調
査
の
実
施
が
海
兵
隊
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

ム

の

最
重
要
目
的
と
さ
れ
て
い
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
膨
大

な
量
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
期
の
作
戦
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
な
か
に
は
、
録
音
テ
ー
プ
か
ら

ま
だ
書
き
起
こ
し
が
終
了
し
て
い
な
い
も
の
も
多
く
、
目
次
、
口
述
内
容
の
要
約
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
色

ど
の
資
料
整
理
が
進
ん
で
い
な
い
の
が
難
点
で
あ
る
。

　
戦
場
で
軍
事
作
戦
の
真
只
中
に
い
る
現
役
の
兵
士
に
対
し
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

を
実
施
す
る
と
い
う
調
査
方
法
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
期
か
ら
今
日
ま
で
受
け
継
が
れ
て

き
て
い
る
。
現
在
も
進
行
中
の
作
戦
で
あ
る
イ
ラ
ク
や
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
作
戦

に
従
事
し
て
い
る
兵
士
へ
の
作
戦
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
す
る
の
は
「
戦
場
歴
史
家

（
帥
ゆ
一
△
　
げ
一
ω
吟
O
『
｛
騨
己
）
」
と
呼
ば
れ
る
海
兵
隊
員
で
あ
る
。
彼
（
女
）
ら
に
よ
っ
て
集

め

ら
れ
た
「
作
戦
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
」
は
、
の
ち
に
公
刊
戦
史
を
編
纂
す
る

際
に
戦
史
家
が
作
戦
の
実
情
を
理
解
す
る
上
で
貴
重
な
資
料
と
な
り
、
さ
ら
に
は
、

戦
場
で

は
「
今
、
こ
の
と
き
」
の
体
験
談
で
は
あ
っ
て
も
、
長
い
年
月
を
経
れ
ば
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

派
な
「
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
」
に
な
る
。
近
年
の
作
戦
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
完
全

に

デ
ジ

タ
ル
化
さ
れ
て
お
り
、
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
の
デ
ー

タ
処
理
作
業
は
非
常
に
容
易
に
な
っ
て
い
る
。

　
海
兵
隊
所
蔵
の
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
第
二
の
類
型
は
、
「
キ
ャ
リ
ア
・
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
歴
代
の
海
兵
隊
司
令
官
に
代
表
さ
れ
る

著
名
な
海
兵
隊
将
官
へ
の
「
ラ
イ
フ
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
」
調
査
は
、
も
っ
と
も
典
型
的

な
「
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
」
調
査
で
あ
る
と
い
え
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
、
朝

鮮
戦
争
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を
経
験
し
た
実
戦
経
験
豊
富
な
将
官
へ
の
長
時
間
に
わ
た

る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
書
き
起
こ
し
資
料
は
百
頁
を
超
え
る
も
の
も
あ
る
）
は
、
海
兵

隊
の
歴
史
を
知
る
上
で
貴
重
な
資
料
と
な
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
目
録
資
料
の
ネ
ッ

ト
上
で
の
公
開
も
あ
ま
り
進
ん
で
お
ら
ず
、
研
究
者
は
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
・

プ
ロ

グ

ラ
ム
が
所
属
す
る
海
兵
隊
ク
オ
ン
テ
ィ
コ
基
地
（
バ
ー
ジ
ニ
ァ
州
）
ま
で
出

向
い
て
、
実
際
の
資
料
に
目
を
通
す
必
要
が
あ
る
。
筆
者
が
、
海
兵
隊
基
地
を
訪
れ

て

初
め
て
所
蔵
資
料
数
の
多
さ
と
、
口
述
資
料
の
質
の
高
さ
に
驚
い
た
の
は
そ
の
た

め

で
あ
る
。
と
は
い
え
、
「
キ
ャ
リ
ア
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
は
、
数
量
的
に
は
少
数
（
約

三
百
件
）
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

海
兵
隊

オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
第
三
の
類
型
は
、
「
復
員
兵
の
オ
ー
ラ
ル
・

ヒ
ス
ト
リ
ー
」
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
タ
イ
プ
の
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
調
査

は
、
専
任
職
員
が
二
名
し
か
い
な
い
海
兵
隊
の
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
独
力
で
実
施
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
議
会
図
書
館
の
「
復

員
兵
の
歴
史
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
（
海
兵
隊
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

も
公
式
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
っ
て
い
る
）
の
よ
う
に
、
調
査
を
実
施
す
る
有
志
の
支
援

を
し
た
り
、
各
種
戦
友
会
組
織
に
調
査
の
実
施
を
任
せ
、
集
め
ら
れ
た
口
述
資
料
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）

保
管

し
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
す
る
形
式
を
と
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
最
近
に
な
っ
て
米
議
会
図
書
館
に
第
二
次
世
界
大
戦
時
に
海
兵
隊
が
実

施

し
た
「
戦
場
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
の
録
音
記
録
が
大
量
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

判
明
し
た
。
も
と
も
と
議
会
図
書
館
の
音
楽
部
長
が
戦
地
で
兵
士
た
ち
が
歌
う
歌
を

収
録
す
る
た
め
に
録
音
機
材
を
陸
海
軍
に
提
供
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
史
料
だ
と
い

う
。
海
兵
隊
で
は
そ
の
広
報
価
値
を
認
め
、
歌
だ
け
で
な
く
兵
士
の
声
を
収
録
す
る

よ
う
指
示
し
た
た
め
、
現
在
で
は
貴
重
な
「
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
」
記
録
と
な
っ

た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
兵
士
の
声
は
わ
ず
か
数
分
し
か
録
音
さ
れ
て
い
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
4
）

い
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
と
い
う
。

　
筆
者
が
直
接
調
査
で
き
た
の
は
海
兵
隊
の
み
で
あ
る
が
、
海
軍
や
陸
軍
に
も
オ
ー

ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
米
海
軍
研
究
所
（
戸
ψ

2
①
＜
①
＝
p
。
・
葺
已
9
）
の
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
海
軍
兵
士
と

沿
岸
警
備
隊
員
の
戦
争
体
験
を
保
存
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
一
九
六
九
年
に
設
立

さ
れ
、
現
在
ま
で
に
二
三
〇
件
の
口
述
資
料
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー

海
戦
や
ガ

ダ
ル
カ
ナ
ル
の
攻
防
を
め
ぐ
る
海
戦
を
経
験
し
た
海
軍
将
兵
の
口
述
記
録

以

外
に
も
、
女
性
兵
士
（
W
A
V
E
）
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
時
の
捕
虜
、
黒
人
兵
士
ら
の
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戦
争
体
験
、
ニ
ミ
ッ
ツ
提
督
な
ど
著
名
な
海
軍
提
督
の
ラ
イ
フ
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
別
）

が
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
に
含
ま
れ
て
い
る
。
収
蔵
記
録
は
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に

よ
り
検
索
可
能
だ
が
、
一
部
の
口
述
記
録
の
抄
録
し
か
ネ
ッ
ト
上
で
は
閲
覧
で
き
な

い
。
口
述
資
料
の
全
文
を
入
手
す
る
た
め
に
は
印
刷
資
料
も
し
く
は
C
D
を
購
入

　
　
　
　
（
5
1
）

す
る
し
か
な
い
。

　
ま
た
、
陸
軍
に
お
い
て
も
古
く
は
独
立
戦
争
の
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
が
、
組
織
的

に
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
収
録
し
は
じ
め
た
の
は
第
二
次
世
界
大
戦
以
降
で

あ
り
、
爾
後
、
米
陸
軍
公
刊
戦
史
を
補
完
す
る
資
料
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）

た
。
戦
時
の
作
戦
に
関
わ
る
「
戦
場
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
で
は
な
く
、
平
時
に
退
役
将

官
の
ラ
イ
フ
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
聞
き
取
る
目
的
で
「
高
級
将
校
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス

ト
リ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
c
力
①
巳
自
O
田
o
o
「
○
邑
臣
。
・
9
蔓
印
o
鴨
o
日
）
」
が
米
陸
軍

戦
史
研
究
所
a
o
り
〉
「
日
喝
巨
「
富
蔓
臣
゜
・
8
昌
H
p
。
・
庄
巨
o
）
に
設
立
さ
れ
た
の
は
、

一
九
七
〇

年
の
こ
と
で
あ
る
。
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
州
力
ー
ラ
イ
ル
に
所
在
す
る
同
研

究
所
は
、
陸
軍
戦
略
大
学
（
d
O
り
　
〉
『
日
匂
ぞ
く
①
『
O
O
一
一
〇
西
O
）
に
隣
接
し
て
お
り
、
同

大
学
の
学
生
が
退
役
将
官
へ
の
ラ
イ
フ
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
し

た
。
以
後
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て
、
陸
軍
で
は
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）

ス

ト
リ
ー
の
「
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
を
迎
え
た
と
い
う
。
ま
た
、
陸
軍
戦
史
セ
ン
タ
ー
（
¢
o
っ

〉
「
ヨ
匂
○
⑦
口
宮
『
δ
「
昼
ピ
①
蔓
国
芭
o
蔓
）
に
お
い
て
も
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
・

調
査
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
用
い
た
出
版
物
も
多
数
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、

口

述
資
料
の
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
や
ネ
ッ
ト
上
で
の
資
料
公
開
は
な
さ
れ

て

い
な
い
。

②
日
本
に
お
け
る
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
と
実
践

　
日
本
に
お
い
て
も
、
「
聞
き
取
り
」
や
「
聞
き
書
き
」
の
歴
史
は
古
い
。
一
般
的
に
は
、

文
字
記
録
と
は
無
縁
の
「
常
民
」
の
日
常
生
活
や
民
間
伝
承
を
後
世
に
残
そ
う
と
し

た
戦
前
期
の
柳
田
民
俗
学
に
「
聞
き
書
き
」
の
伝
統
は
遡
る
と
さ
れ
る
。
柳
田
の
持
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
製
）

て

い

た
「
記
録
文
書
主
義
の
講
壇
史
学
」
へ
の
批
判
的
姿
勢
は
、
一
九
六
〇
年
代
後

半
か
ら
欧
米
で
台
頭
し
て
き
た
民
衆
史
や
社
会
史
、
少
数
人
種
・
民
族
・
女
性
に
焦

点
を
あ
て
た
「
下
か
ら
の
歴
史
」
の
潮
流
に
相
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。
と
は
い
え
、

前
日
本
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
学
会
会
長
の
桜
井
厚
に
よ
れ
ば
、
柳
田
の
学
問
体

系
は
「
今
日
の
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
は
一
線
を
画
し
て
い
る
」
と
考
え
ら
れ

て

い

る
。
な
ぜ
な
ら
「
今
日
の
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
」
（
あ
る
い
は
「
新
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）

オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
」
）
と
は
、
単
な
る
庶
民
・
市
民
の
生
活
史
の
「
聞
き
書
き
」

で

は
な
く
、
「
歴
史
を
跡
づ
け
る
学
問
的
な
方
法
と
し
て
認
知
」
さ
れ
た
方
法
論
を

　
　
　
　
　
（
5
6
）

さ
す
か
ら
で
あ
る
。

　
確
か

に
、
こ
れ
ま
で
日
本
で
は
、
一
般
的
な
「
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
」
あ
る

い

は
「
ラ
イ
フ
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
」
「
ラ
イ
フ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
研
究
の
蓄
積
が
民
俗
学
、

文
化
人
類
学
、
政
治
学
、
歴
史
学
、
社
会
史
、
女
性
史
、
社
会
学
の
領
域
で
少
な
か

ら
ず
あ
り
、
戦
争
体
験
に
関
す
る
「
聞
き
取
り
」
調
査
も
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
実
施
さ

　
　
　
（
5
7
）

れ
て
き
た
。

　

ま
た
、
二
〇
〇
三
年
に
は
日
本
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
学
会
も
設
立
さ
れ
、

二
〇

〇

六
年
に
は
学
会
誌
「
日
本
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
」
が
創
刊
さ
れ
る

な
ど
、
国
内
で
の
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
の
制
度
化
が
着
実
に
進
行
し
て
い

る
。
と
は
い
え
、
前
述
し
た
米
国
の
大
学
・
研
究
機
関
に
お
け
る
組
織
的
な
オ
ー
ラ

ル

・
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
や
恒
久
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
設
置
は
ま
だ
端
緒
に
つ
い
た
ば

か

り
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
に
、
日
本
国
内
に
お
け
る
組
織
的
な
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ

ス

ト
リ
ー
研
究
を
い
く
つ
か
紹
介
し
、
日
本
に
お
け
る
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
研

究
の

現
状
と
課
題
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
、
一
般
的
な
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
を
行
っ
て
い
る
大
学
・
研
究
機

関
の
な
か
で
は
、
東
京
大
学
先
端
科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
、
政
策
研
究
大
学
院
大

学
、
あ
る
い
は
東
京
外
国
語
大
学
等
に
お
け
る
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
の
実

践
と
教
育
・
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
制
度
化
の
試
み
が
注
目
に
値
す
る
。
日
本
の
政
治

学
の

分
野

に
お
い
て
、
「
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
」
を
研
究
方
法
論
と
し
て
確
立
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す
る
こ
と
に
多
大
な
貢
献
を
し
て
き
た
御
厨
貴
は
、
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
「
公

人

の
、
専
門
家
に
よ
る
、
万
人
の
た
め
の
口
述
記
録
」
と
定
義
し
、
一
九
九
〇
年
代

か

ら
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
調
査
を
実
施
し
、
二
〇
〇
一
年
か
ら
二
〇
〇
五
年
ま

で
は

政
策
研
究
大
学
院
大
学
を
拠
点
に
「
C
．
0
．
E
．
オ
ー
ラ
ル
・
政
策
研
究
プ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
田
）

ジ
ェ
ク
ト
」
を
推
進
し
て
き
た
。
現
在
で
は
、
東
京
大
学
先
端
科
学
技
術
研
究
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
「
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
推
進
し
、
オ
ー

ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
調
査
実
施
の
た
め
の
実
践
的
教
育
を
大
学
院
博
士
課
程
の
学
生

を
対
象
に
「
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
　
夏
の
学
校
」
と
い
う
形
で
実
施
し
て
い

（5
9
）

る
。　

一
方
、
東
京
外
国
語
大
学
で
も
「
二
一
世
紀
C
O
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
史
資
料
ハ

ブ

地
域
文
化
研
究
拠
点
」
を
設
け
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
諸
言
語
に
重
点
を
置
く
ア

ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
中
核
的
な
史
資
料
ハ
ブ
セ
ン
タ
ー
を
構
築
し
よ
う
と
し

て

い

る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
オ
ー
ラ
ル
資
料
・
表
象
文
化
資
料
な
ど
の
史
資

料
の
保
存
・
共
有
・
情
報
化
・
発
信
事
業
を
行
う
史
資
料
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ア
ジ
ア

太
平
洋
地
域
に
お
け
る
拠
点
を
形
成
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
お
り
、
「
オ
ー
ラ
ル
・

ア
ー
カ
イ
ブ
班
」
は
二
〇
〇
三
年
に
「
消
え
ゆ
く
声
を
聞
く
／
見
え
な
い
も
の
を
見

る
ー
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
可
能
性
と
ア
ー
カ
イ
ブ
の
課
題
」
、
二
〇
〇
四
年

に
は
「
〈
残
さ
れ
た
声
V
が
も
た
ら
す
豊
穣
ー
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
可
能
性

と
ア
ー
カ
イ
ブ
の
課
題
H
」
と
題
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
主
催
す
る
な
ど
、
日
本
に

お
け
る
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
の
進
展
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。
ま
た
、

二
〇

〇

六
年
九
月
二
三
～
二
四
日
に
は
第
四
回
日
本
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
学
会

大
会
を
共
催
し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
戦
争
・
植
民
地
期
ー
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
0
）

の
視
点
か

ら
」
も
開
か
れ
た
。
日
本
に
限
ら
ず
、
欧
米
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
ま
で
幅
広

く
、
多
様
な
テ
ー
マ
の
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
調
査
を
実
施
す
る
と
同
時
に
、
各

国
の
口
述
資
料
等
も
蓄
積
し
よ
う
と
し
て
い
る
点
が
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
特
徴
で
あ

る
。
た
だ
し
、
外
国
語
大
学
で
あ
る
た
め
か
、
逆
に
日
本
人
の
戦
争
体
験
に
焦
点
を

あ
て
た
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
が
少
な
い
点
は
残
念
で
あ
る
。

　

管
見
の
限
り
で
は
、
日
本
の
大
学
・
研
究
機
関
で
、
米
国
の
大
学
に
設
立
さ
れ
て

い

る
よ
う
な
形
で
戦
争
体
験
に
焦
点
を
あ
て
た
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
プ
ロ

グ

ラ
ム
を
常
設
し
て
い
る
例
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
一
九
九
二
年
に
「
世
界
最

初
の
大
学
立
の
平
和
博
物
館
」
と
し
て
開
設
さ
れ
た
立
命
館
大
学
国
際
平
和
ミ
ュ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
1
）

ジ
ア
ム
は
、
国
際
メ
デ
ィ
ア
資
料
室
を
併
設
し
て
い
る
。
二
〇
〇
二
年
、
戦
争
体
験

に
関
す
る
組
織
的
な
「
聞
き
取
り
調
査
」
を
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
が
実
施
し
、
そ

の

成
果
が
『
戦
争
体
験
の
記
録
と
語
り
に
関
す
る
資
料
調
査
1
・
2
』
（
二
〇
〇
四

年
三
月
）
、
『
戦
争
体
験
の
記
録
と
語
り
に
関
す
る
資
料
調
査
3
・
4
』
（
二
〇
〇
五

年
三
月
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
調
査
は
、
各
県
の
任
意
に
抽
出
さ
れ
た
「
夫

が
戦
死

し
た
妻
・
戦
友
が
戦
死
し
た
兵
士
各
一
名
」
に
対
し
て
、
構
造
化
さ
れ
た
調

査
項
目
に
そ
っ
て
回
答
を
記
入
し
て
い
く
と
い
う
面
接
方
式
の
調
査
方
法
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
（
6
2
）

実
施
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
調
査
項
目
の
中
に
は
選
択
肢
か
ら
回
答
を
選
ぶ
の
で

は
な
く
、
自
由
回
答
を
求
め
る
質
問
も
多
く
、
結
果
的
に
は
、
自
由
面
接
法
を
基
準

と
す
る
「
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
」
調
査
に
近
い
成
果
を
得
ら
れ
た
事
例
も
散
見

　
　
（
6
3
）

さ
れ
る
。

　
一
方
、
全
国
の
地
方
図
書
館
、
博
物
館
、
平
和
記
念
館
そ
の
他
公
的
機
関
や
民
間

団
体
で
も
、
原
爆
体
験
や
空
襲
体
験
な
ど
の
戦
争
体
験
の
「
証
言
」
を
集
め
、
出
版

物
や

ネ
ッ
ト
上
で
一
般
に
公
開
し
て
い
る
事
例
は
多
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
そ

の

す
べ
て
を
網
羅
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
上
述
の
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

に
よ
る
「
戦
争
体
験
の
記
録
と
語
り
に
関
す
る
資
料
調
査
」
の
巻
末
付
録
に
は
、
各

都
道
府
県
ご
と
の
「
戦
争
体
験
記
関
係
文
献
リ
ス
ト
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

を
み
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
公
的
機
関
や
民
間
団
体
が
戦
争
体
験
の
「
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ

ス

ト
リ
ー
」
関
連
資
料
を
出
版
、
所
蔵
し
て
い
る
か
を
あ
る
程
度
知
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
、
各
地
の
平
和
記
念
館
で
も
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
資
料
を
館
内
も
し

く
は
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
国
立
広
島
原
爆
死
没
者
追
悼
平
和

祈
念
館
で

は
被
爆
証
言
資
料
を
多
数
所
蔵
・
館
内
公
開
し
て
い
る
し
、
広
島
平
和
記

念
資
料
館
の
平
和
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
さ
れ
て
お
り
、
被
爆
体
験
の
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オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
視
聴
で
き
る
。
ま
た
、
国
立
長
崎
原
爆
死
没
者
追
悼
平

和
祈
念
館
は
、
（
財
）
長
崎
平
和
推
進
協
会
の
共
同
事
業
と
し
て
、
遠
隔
地
の
学
校

と
長
崎
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
会
議
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
接
続
し
、
被
爆
者
が
自

ら
の
被
爆
体
験
や
原
爆
の
悲
惨
な
状
況
を
語
り
、
子
ど
も
た
ち
と
平
和
に
つ
い
て

意
見
を
交
わ
す
平
和
学
習
（
通
称
ピ
ー
ス
ネ
ッ
ト
）
を
実
施
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

二
〇

〇

五
年
に
設
立
さ
れ
た
「
N
H
K
平
和
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
」
で
は
、
ネ
ッ
ト
上

で
過
去
の
広
島
・
長
崎
の
原
爆
体
験
に
関
す
る
番
組
映
像
が
視
聴
可
能
と
な
っ
て
い

（図
）る

。
一
九
八
一
年
に
開
館
し
た
大
阪
府
平
和
祈
念
戦
争
資
料
室
は
、
一
九
九
一
年
に

大
阪
国
際
平
和
セ
ン
タ
ー
（
通
称
ピ
ー
ス
お
お
さ
か
）
に
移
行
し
、
大
阪
大
空
襲
や

戦
争
体
験
に
関
す
る
展
示
の
ほ
か
、
戦
争
体
験
の
ロ
述
資
料
の
収
集
も
行
っ
て
い

（6
5
）

る
。
滋
賀
県
で
は
、
戦
争
体
験
の
後
世
へ
の
伝
承
、
平
和
学
習
、
郷
土
出
身
の
戦
没

者
を
は
じ
め
、
世
界
の
戦
争
犠
牲
者
を
追
悼
し
、
平
和
を
希
求
す
る
豊
か
な
心
の
育

成

を
目
的
と
し
た
「
滋
賀
県
バ
ー
チ
ャ
ル
平
和
祈
念
館
」
を
ネ
ッ
ト
上
に
開
設
し
て

　
（
6
6
）

い

る
。
沖
縄
県
平
和
祈
念
資
料
館
で
は
、
小
学
生
用
の
平
和
教
材
を
ネ
ッ
ト
上
で
公

開
し
、
小
学
生
の
総
合
的
学
習
の
時
間
を
利
用
し
て
、
戦
争
体
験
者
の
証
言
を
直
接

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
6
）

聞
く
機
会
を
設
け
る
こ
と
を
奨
励
し
て
い
る
。

　
地
方
公
共
団
体
の
ほ
か
に
、
二
〇
〇
二
年
に
開
館
し
た
民
営
の
東
京
大
空
襲
・
戦

災
資
料
セ
ン
タ
ー
で
は
、
空
襲
体
験
の
口
述
資
料
を
所
蔵
、
数
例
で
は
あ
る
が
ネ
ッ

ト
上
で
空
襲
体
験
者
の
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
動
画
で
視
聴
で
き
る
サ
イ
ト
も

　
（
m
o
o
）

あ
る
。
ま
た
、
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
戦
場
体
験
放
映
保
存
の
会
」
は
、
「
無

名
兵
士
の
『
戦
場
』
体
験
証
言
を
無
名
で
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
記
者
が
取
材
し
、
後

世

に
語
り
繋
ぐ
た
め
の
全
国
的
な
情
報
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
二
〇
〇
四
年
一
二
月
に

発
足

し
た
。
ま
だ
証
言
者
は
少
数
な
が
ら
、
戦
場
体
験
を
持
つ
兵
士
の
映
像
資
料
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
9
）

ネ
ッ
ト
上
で
視
聴
可
能
で
あ
る
。
N
P
O
「
昭
和
の
記
憶
」
で
は
、
必
ず
し
も
戦
争

体
験

に
限
定
さ
れ
な
い
が
、
昭
和
と
い
う
時
代
を
生
き
た
人
々
の
生
活
史
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
0
7
）

聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し
、
ネ
ッ
ト
上
で
資
料
を
一
部
公
開
し
て
い
る
。
地
域
社
会

に
お
け
る
高
齢
者
の
ラ
イ
フ
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
若
い
世
代
が
聞
き
取
り
、
そ
の
交
流

を
通
じ
て
地
域
社
会
の
将
来
を
担
う
世
代
が
文
化
を
継
承
し
、
豊
か
な
未
来
を
想
像

し
て
ゆ
く
た
め
の
国
民
運
動
に
ま
で
高
め
よ
う
と
い
う
活
動
理
念
は
、
地
域
社
会
の

歴
史
（
O
O
〔
ロ
ヨ
已
O
一
吟
司
　
け
一
〇
力
叶
O
「
司
）
の
記
録
と
伝
承
を
め
ざ
す
米
国
の
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ

ス

ト
リ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
運
営
理
念
と
共
通
す
る
。
そ
の
た
め
か
、
さ
ま
ざ
ま
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
1
）

メ
デ
ィ
ア
で
も
「
昭
和
の
記
憶
」
の
活
動
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に

　
以

上
、
日
米
の
戦
争
体
験
に
関
す
る
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
と
実
践
の
現

状
を
概
観
し
て
き
た
。

　
最
後
に
、
そ
こ
か
ら
み
え
て
き
た
「
方
法
と
し
て
の
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の

可
能
性
」
を
、
戦
争
体
験
の
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
に
引
き
寄
せ
て
考
え
て

み
た
い
。

　
ま
ず
、
歴
史
研
究
の
方
法
と
し
て
ま
だ
市
民
権
を
確
立
し
た
と
は
い
い
が
た
い
日

本
に

お

い

て
、
今
後
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
が
発
展
す
る
可
能
性
が
あ
る
分
野
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
2
）

し
て
「
戦
争
の
記
憶
」
に
関
す
る
研
究
分
野
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
に
も
指
摘

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
口
述
資
料
は
歴
史
資
料
と
し
て
の
「
信
頼
性
」
の
面
で
問
題

が
あ
る
こ
と
も
確
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
文
書
資
料
で
あ
ろ
う
と
口
述
資

料
で

あ
ろ
う
と
、
信
頼
性
の
問
題
は
常
に
あ
り
、
事
実
確
認
が
重
要
で
あ
る
こ
と
に

　
　
　
　
　
（
7
3
）

変
わ
り
は
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
信
頼
性
は
「
語
り
の
質
」
に
左
右
さ
れ
る
。
で
は
、

語
り
の
質
を
高
め
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

　
米
国
の
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
の
多
様
な
実
践
か
ら
み
え
て
き
た
も
の
は
、

「聞
き
手
」
の
果
た
す
役
割
の
重
要
性
で
あ
り
、
「
語
り
手
」
と
「
聞
き
手
」
と
の
関

係
の
重
要
性
で
あ
る
。
質
的
社
会
調
査
の
方
法
論
で
は
、
調
査
対
象
者
と
の
良
好
な

関
係
（
ラ
ポ
ー
ル
）
を
維
持
す
る
こ
と
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
実
施
す
る
際
の
鉄

則
で
あ
る
。
初
め
て
会
う
他
人
に
、
戦
争
体
験
と
い
っ
た
ト
ラ
ウ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
体

験
の
実
相
が
ど
の
程
度
ま
で
語
ら
れ
る
か
は
、
調
査
者
と
被
調
査
者
と
の
関
係
性
の
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河野仁［戦争体験のオーラル・ヒストリー］・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
4
）

あ
り
方
に
よ
っ
て
決
ま
っ
て
く
る
。
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
調
査
に
お
け
る
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
と
は
、
「
聞
き
手
と
語
り
手
と
の
対
話
」
で
あ
る
。
そ
こ
で
の
「
語
り
」
は
、

語
り
手
の
独
白
で
は
な
く
、
聞
き
手
の
介
入
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
引
き
出
さ
れ
る
。

近
年
の
歴
史
学
で
は
歴
史
家
の
「
立
場
性
」
が
問
わ
れ
、
ラ
イ
フ
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
研

究

に
お
い
て
は
「
聞
き
手
」
の
役
割
が
重
視
さ
れ
て
き
て
い
る
。
「
語
り
」
を
「
誰

が
聞
く
の
か
」
も
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
米
国
の
戦
争
体
験
の

オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
調
査
の
実
践
を
め
ぐ
る
二
つ
の
対
照
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、

わ

れ
わ

れ

に
考
察
の
材
料
を
提
供
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー

の
方
法
論
に
関
す
る
専
門
的
知
識
と
訓
練
を
身
に
つ
け
た
「
専
門
家
」
が
行
う
べ
き

か
、
そ
れ
と
も
議
会
図
書
館
の
「
復
員
兵
の
歴
史
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
よ
う
に
、
高

校
生

な
ど
の
ま
っ
た
く
の
「
ア
マ
チ
ュ
ア
」
が
行
っ
て
も
よ
い
の
か
、
と
い
う
問
題

で
あ
る
。

　
筆
者
は
、
今
回
の
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
現
地
調
査
を
米
国

で
行
う
以
前
は
、
自
身
の
体
験
か
ら
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
当
然
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

の

教
育
訓
練
を
受
け
た
専
門
家
が
行
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
特
に
、
「
研
究
に
使
え

る
」
口
述
資
料
と
す
る
に
は
軍
隊
や
戦
争
、
特
定
の
作
戦
、
装
備
、
兵
器
、
な
ど
の

専
門
知
識
も
最
低
限
度
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
米
国
の
「
復

員
兵
の
歴
史
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
日
本
の
「
昭
和
の
記
憶
」
聞
き
取
り
活
動
の
目
的

が

「
研
究
」
で
は
な
く
「
戦
争
体
験
の
世
代
間
継
承
」
や
「
教
育
」
に
主
眼
が
置
か

れ
て

い

る
こ
と
を
考
え
る
と
、
両
者
の
方
法
論
は
お
の
ず
と
異
な
っ
て
も
当
然
で
あ

ろ
う
。

　
結
局
、
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
「
何
の
た
め
に
」
聞
き
取
る
の
か
と
い
う
調

査
目
的
と
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
手
段
・
方
法
の
選
択
の
問
題
で
あ
る
。
将

来
の
作
戦
遂
行
に
向
け
た
「
教
訓
」
を
学
ぶ
た
め
に
実
施
す
る
海
兵
隊
の
「
作
戦
イ

ン

タ
ビ
ュ
ー
」
と
、
祖
父
の
戦
っ
た
戦
争
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
を
知
る
た
め
に
孫

娘
が
行
う
「
お
茶
の
間
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
、
あ
る
い
は
歴
史
学
者
が
民
衆
史
を
叙
述

す
る
た
め
に
実
施
す
る
「
歴
史
調
査
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
は
、
同
じ
ひ
と
り
の
元
兵
士

に
戦
争
体
験
を
聞
い
た
と
し
て
も
、
属
性
や
基
本
的
事
実
以
外
の
部
分
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
微
妙

に
「
語
り
」
は
異
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
同
じ
調
査
目
的
で
、
同
じ
質

問
を
し
た
と
し
て
も
、
「
聞
き
手
」
が
男
性
か
女
性
か
、
日
本
人
か
ア
メ
リ
カ
人
か
、

ど
ん
な
大
学
を
出
て
い
る
の
か
な
ど
「
聞
き
手
」
の
属
性
に
よ
っ
て
も
「
語
り
」
の

「揺
れ
」
は
み
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
多
少
の
誇
張
や
記
憶
違
い
や
、
あ
る
い
は
意
図
的
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
5
）

無
意
図
的
な
忘
却
や
沈
黙
も
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
の
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
に
関
す
る
方
法
論
的
議
論
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
7
）

お

い
て

は
、
「
語
り
」
は
「
事
実
と
創
造
を
含
む
も
の
」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
ラ

デ

ィ
カ
ル
・
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
」
的
な
思
考
で
は
明
ら
か
に
史
実
に
反
し
て

い

る
事
柄
で
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
「
語
り
手
」
が
真
実
だ
と
し
て
語
っ
た
そ
の
「
オ
ー

ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
」
を
歴
史
学
者
は
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
と
自
問
す

（7
7
）

る
。
そ
し
て
、
あ
え
て
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
実
証
史
学
的
な
「
歴
史
叙
述
」
か
ら
離

れ

て
、
「
歴
史
実
践
」
へ
と
向
か
う
こ
と
も
あ
る
。

　

こ
こ
で
「
歴
史
実
践
」
に
含
意
さ
れ
て
い
る
内
容
は
多
様
で
あ
る
。
仮
に
荒
唐
無

稽
だ

と
思
わ
れ
る
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
「
語
り
」
の
言
葉

に
ま
ず
耳
を
傾
け
て
み
る
こ
と
、
過
去
に
注
意
を
向
け
る
こ
と
、
祖
父
や
祖
母
と
お

茶
を
飲
み
な
が
ら
昔
話
を
聞
く
こ
と
、
身
近
に
あ
る
場
所
、
物
、
人
、
そ
の
日
常
生

活
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ
る
側
面
か
ら
歴
史
的
な
想
像
力
を
た
く
ま
し
く
す
る
こ
と
が
歴

史
実
践
で
あ
る
。
戦
争
体
験
は
多
様
で
多
元
的
で
あ
る
。
ま
た
、
追
体
験
も
不
可
能

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
越
え
が
た
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
上
の
ギ
ャ
ッ
プ
（
世

代
、
人
種
、
国
籍
、
性
別
等
）
を
認
め
な
が
ら
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
経
験
に
真
摯

に
向
き
合
い
、
複
数
の
「
真
実
（
☆
⊆
庄
o
。
）
」
が
あ
る
こ
と
を
認
め
、
「
聞
き
取
り
を

す
る
」
「
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
す
る
」
こ
と
。
そ
う
し
た
努
力
が
社
会
の
あ
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
8
）

こ
ち
で
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
け
ば
、
そ
れ
は
結
果
的
に
「
公
共
財
」
と
し
て
の
戦
争

体
験
の
口

述
資
料
を
後
世
に
残
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
ろ
う
。
「
歴
史
叙
述
」
を
め
ざ

し
た
研
究
志
向
の
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
だ
け
で
な
く
、
「
歴
史
実
践
」
を
主
眼

と
し
た
教
育
志
向
・
ア
マ
チ
ュ
ア
志
向
の
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
も
共
存
が
可
能

429
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で

あ
り
、
ま
た
そ
う
し
た
多
様
で
多
元
的
な
実
践
を
可
能
に
す
る
点
が
、
今
日
、
学

際
的
か
つ
社
会
的
に
広
範
囲
な
参
加
者
を
引
き
つ
け
る
「
方
法
論
と
し
て
の
オ
ー
ラ

ル

・
ヒ
ス
ト
リ
ー
」
の
魅
力
な
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
日
本
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ

ス

ト
リ
ー
学
会
が
掲
げ
る
「
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
一
部
の
大
学
人
や
研
究
者

の
独
占
的
な
産
物
と
す
る
の
で
は
な
く
、
広
く
市
民
に
開
か
れ
た
学
問
運
動
と
し
て

展

開
」
す
る
と
い
う
目
標
が
今
後
ど
の
よ
う
に
達
成
さ
れ
て
ゆ
く
の
か
が
注
目
さ
れ

る
。　

時
間
的
制
約
に
よ
り
、
日
本
に
お
け
る
戦
争
体
験
の
「
聞
き
書
き
」
へ
の
取
り
組

み

に
つ
い
て
十
分
に
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
点
は
残
念
で
あ
っ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
I
T
技
術
の
発
達
に
よ
っ
て
、
日
本
全
国
に
散
在
し
て
い
る
地
域
社

会

レ
ベ
ル
、
団
体
・
個
人
レ
ベ
ル
で
の
、
戦
争
体
験
の
「
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
」

研
究
・
実
践
と
呼
べ
る
活
動
が
増
え
て
き
て
い
る
こ
と
を
あ
る
程
度
確
認
で
き
た
。

口

述
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
・
オ
ン
ラ
イ
ン
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
は
日
米
双
方
で
今
後
の

課
題
で

あ
る
が
、
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
す
る
こ
と
に
伴
う
技
術
的
・
倫
理
的
問
題
と
予

算
確
保
の
問
題
を
ク
リ
ア
で
き
れ
ば
、
将
来
的
に
貴
重
な
国
際
公
共
財
に
な
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
後
、
東
京
外
大
の
事
例
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
国
内
の
各
大

学
や
公
的
研
究
機
関
・
図
書
館
等
で
も
デ
ジ
タ
ル
・
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
・
ア
ー

カ
イ
ブ
の
設
置
が
進
む
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

註（
1
）
　
一
般
的
な
定
義
と
し
て
は
「
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
に
よ
っ
て
録
音
さ
れ
た
、
語
り
手
の
個
人

　
　
的
な
知
識
か
ら
引
き
出
さ
れ
た
歴
史
情
報
、
そ
の
情
報
を
学
問
的
問
題
と
し
て
扱
う
こ
と
ま
た

　
　
は
分
析
す
る
こ
と
（
一
九
九
〇
年
代
の
新
シ
ョ
ー
タ
ー
・
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
辞
典
）
」
、
ポ
ー

　
　
ル
・
ト
ン
プ
ソ
ン
（
酒
井
順
子
訳
）
『
記
憶
か
ら
歴
史
へ
』
青
木
書
店
、
二
〇
〇
二
年
、
一
四

　
　
頁
。

（
2
）
　
桜
井
真
理
子
『
ヘ
ロ
ド
ト
ス
と
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
。

（
3
）
　
ト
ン
プ
ソ
ン
、
『
記
憶
か
ら
歴
史
へ
』
、
前
掲
書
、
六
〇
頁
。

（4
）
　
同
上
、
五
三
頁
。

（
5
）
、
ζ
①
蔓
ζ
胃
ω
匡
；
巨
オ
』
ぼ
6
§
6
。
巨
日
亘
訂
¢
巳
く
①
a
叶
司
O
旦
臣
゜
・
9
q
勾
6
°
・
①
昌
合

　

O
白
8
…
↓
げ
o
O
叶
巴
田
ω
8
昌
o
｛
O
＼
已
、
、
乙
り
o
黒
o
日
げ
2
一
一
ふ
8
ω
、
勺
巨
一
昌
吟
甘
8
く
2
0
≦
°
・

　

O
品
o
°
・
⇔
8
浮
o
笥
o
豆
〈
宮
百
　
＼
＼
♂
旨
合
け
［
8
9
旦
6
g
お
＼
O
⇒
亀
＼
g
≦
む
・
日
呂
o
口
＼
ロ
≦
°
。
日
犀
門

　

一耳
旦
袖
ぽ
1
1
嵩
曽
H
8
∨

（
6
）
　
二
〇
〇
三
年
に
日
本
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
学
会
が
設
立
さ
れ
、
二
〇
〇
六
年
の
『
歴
史

　
　
学
研
究
』
で
は
「
方
法
と
し
て
の
『
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
』
再
考
」
と
い
う
特
集
を
二
回

　
　
に
わ
た
っ
て
掲
載
し
て
い
る
。
（
『
日
本
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
』
創
刊
号
、
二
〇
〇
六
年
、

　
　
「
小
特
集
　
方
法
と
し
て
の
『
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
』
再
考
（
1
）
ー
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー

　
　
へ
の
接
近
ー
」
『
歴
史
学
研
究
』
八
＝
号
、
二
〇
〇
六
年
二
月
、
一
一
二
二
頁
、
「
小
特
集

　
　
方
法
と
し
て
の
『
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
』
再
考
（
H
）
ー
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
実

　
　
践
1
」
『
歴
史
学
研
究
』
八
＝
二
号
、
二
〇
〇
六
年
四
月
、
一
～
三
二
頁
。
）

（7
）
　
】
）
o
目
巴
ユ
空
9
巨
ρ
b
§
丙
§
愚
§
〉
○
昏
昆
d
巳
く
2
ω
…
ξ
勺
苫
。
。
°
・
°
N
8
ω
己
N
O
ち
な

　
　
み
に
、
ネ
ビ
ン
ズ
は
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
大
統
領
の
伝
記
に
よ
り
一
九
三
三
年
の
ピ
ュ
ー
リ
ッ
ツ

　
　
ア
ー
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

（
8
）
　
記
録
数
の
面
か
ら
み
て
主
要
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
（
三
万
五
千
頁
）
、

　
　
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
・
グ
ル
ー
プ
社
（
二
万
一
千
頁
）
、
中
華
人
民
共
和
国
成
立
ま
で
の
中
国
人

　
　
エ
リ
ー
ト
（
一
万
七
千
頁
）
、
社
会
保
障
制
度
（
一
万
一
千
頁
）
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
財
団
（
一
万
頁
）

　
　
な
ど
で
あ
る
。

（
9
）
　
二
〇
〇
六
年
一
二
月
六
日
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
室
長
メ
ア

　
　
リ
ー
・
ク
ラ
ー
ク
（
ζ
曽
嘱
Ω
自
貿
）
氏
へ
の
筆
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
か
つ
て
全
米
オ
ー
ラ
ル
・

　
　
ヒ
ス
ト
リ
ー
協
会
会
長
を
務
め
た
こ
と
も
あ
る
ク
ラ
ー
ク
室
長
は
、
大
学
院
レ
ベ
ル
の
オ
ー
ラ

　
　
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
に
関
す
る
方
法
論
の
授
業
も
担
当
し
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス

　
　
ト
リ
ー
夏
季
集
中
コ
ー
ス
の
統
括
も
し
て
い
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
同
大
学
社
会
経
済

　
　
政
策
研
究
所
（
甘
。
・
法
巨
①
S
『
鷲
巨
国
8
ロ
o
目
8
碧
ユ
勺
o
誉
当
】
乙
力
国
國
勺
）
と
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ

　
　
ク
ト
で
あ
る
。
「
九
二
一
」
関
連
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
こ
の
ほ
か
に
「
公
衆
衛
生
」
「
対
処
・

　
　
復
興
」
「
民
衆
生
活
」
に
焦
点
を
当
て
た
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
含
ん

　
　
で
い
る
。

（
1
0
）
　
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
所
蔵
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
録
一
覧
、
お
よ
び
各
記
録
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

　
　
以
下
の
H
P
を
参
照
。
〈
茸
G
‥
＼
＼
≦
乞
ξ
⇔
o
巨
日
宮
P
⑦
阜
ロ
＼
2
＞
笥
o
げ
＼
日
陸
く
＼
o
『
巴
＼
O
『
巳
0
9
㊤

　
　
宮
日
▽

（
1
1
）
　
た
と
え
ば
、
「
著
名
な
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
人
（
Z
o
9
芭
0
2
0
≦
属
o
済
2
ω
）
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

　
　
出
版
大
手
ラ
ン
ダ
ム
ハ
ウ
ス
社
の
創
立
者
ベ
ネ
ッ
ト
・
サ
ー
フ
（
市
一
6
口
⑦
●
吟
　
O
O
昧
）
」
に
対
す
る

　
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
二
二
回
を
数
え
、
書
き
起
こ
し
た
記
録
は
千
頁
を
超
え
て
い
る
。
こ
う
し
た

　
　
特
定
の
個
人
の
「
ラ
イ
フ
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
」
を
聞
き
取
る
「
長
い
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
は
、
特
定

　
　
の

時
期
、
組
織
、
問
題
、
人
物
に
焦
点
を
当
て
た
「
短
い
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
と
対
比
さ
れ
る
。

　
　
〈
茸
盲
＼
＼
司
妻
≦
°
8
ξ
日
宮
p
江
已
＼
2
＼
オ
而
O
＼
島
四
巨
＼
8
帝
註
8
°
・
＼
目
町
＼
o
〈
o
コ
8
司
旨
⇔
旦
〉

（
1
2
）
　
通
常
、
被
調
査
者
に
は
、
一
、
公
開
を
許
可
す
る
、
二
、
記
録
の
一
部
も
し
く
は
全
部
を
一
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・河野仁［戦争体験のオーラル・ヒストリー］

　
　
定
期
間
非
公
開
と
す
る
、
三
、
記
録
閲
覧
希
望
者
に
そ
の
都
度
閲
覧
許
可
取
得
を
要
求
す
る
、

　
　

と
い
う
三
つ
の
選
択
肢
が
あ
る
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
録
の
著
作
権
を
大
学
側
に
委
譲
し
た
場

　
　
合
、
書
き
起
こ
さ
れ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
録
の
著
作
権
は
大
学
に
帰
属
す
る
こ
と
に
な
る
。

（
1
3
）
　
図
書
館
の
所
蔵
史
料
カ
タ
ロ
グ
に
は
、
「
＞
o
注
。
日
喝
≦
曽
喝
巳
日
O
合
o
o
⇔
δ
ロ
」
と
し
て

　
　
一
六
↓
点
の
映
像
史
料
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
英
国
や
カ
ナ
ダ
で
作
製
さ
れ
た
も
の
も
若
干

　
　
含
ま
れ
て
い
る
。

（
1
4
）
　
大
学
院
生
を
対
象
と
し
た
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
年
二
、
三
回
実

　
　
施

し
て
い
る
。
二
〇
〇
五
年
一
一
月
一
日
U
C
L
A
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ

　
　
ム

副
室
長
テ

レ
サ
・
バ
ー
ネ
ッ
ト
氏
へ
の
筆
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

（
1
5
）
　
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
実
施
方
法
に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は
、
会
話
の
録
音

　
　

に
は
六
〇
分
も
し
く
は
九
〇
分
用
の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
を
用
い
、
一
二
〇
分
テ
ー
プ
は
避
け

　
　
る
べ
き
こ
と
、
内
臓
マ
イ
ク
で
は
な
く
外
部
マ
イ
ク
を
必
ず
用
い
る
こ
と
、
録
音
機
器
を
電

　
　
池
駆
動
で
は
な
く
A
C
電
源
に
接
続
す
る
こ
と
、
な
ど
実
際
的
な
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
実
施
手
順

　
　
が
詳
し
く
解
説
さ
れ
て
い
る
。
〈
巨
9
‥
＼
＼
綱
ξ
華
ま
「
曽
ぺ
自
⊆
智
o
ユ
已
≧
宮
呂
o
°
。
＼
名
6
0
巨
＼
0
9
＼

　
　
ヨ
后
［
8
㊤
茸
日
▽

（
1
6
）
d
O
ロ
①
完
巳
o
S
ロ
曽
R
o
津
い
｛
ぴ
冨
『
ざ
穿
四
8
巴
O
己
匡
゜
－
8
目
O
白
o
P
。
国
巨
o
昌
8
①
昆

　
　
問
O
国
O
、
∧
宮
8
…
＼
＼
≦
≦
≦
e
g
臼
O
津
O
零
オ
色
o
S
9
已
＼
図
O
出
O
＼
合
9
①
江
8
＼
｛
巳
o
冒
巨
日
▽

（
1
7
）
　
二
〇
〇
六
年
十
二
月
八
日
、
同
セ
ン
タ
ー
長
ア
ー
サ
ー
・
ハ
ン
セ
ン
（
〉
叶
昏
烏
出
陪
自
o
田
）

　
　
氏
へ
の
筆
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

（
1
8
）
〉
「
昏
烏
国
9
°
・
o
戸
①
P
§
8
卜
§
丙
誓
ひ
⊆
自
§
甘
O
§
旨
8
合
o
㌔
§
ぴ
9

　

⊆
s
§
S
§
肉
己
§
ふ
亘
§
、
司
o
邑
ぴ
o
o
ズ
ロ
ヨ
象
ロ
o
o
“
○
巴
ぎ
日
置
o
り
富
け
Φ
d
巳
＜
Φ
『
ω
｛
言
ウ
巨
隅
9
目
゜

　
　
お
や
合
〉
昌
ξ
国
芦
ω
6
ロ
①
目
△
2
0
『
①
］
6
ω
o
戸
江
碧
㌔
ふ
§
⑦
留
』
s
§
S
§
§
§
自

　

馬
§
6
§
壁
§
9
邑
辱
鮫
§
∨
§
9
0
巴
夢
日
訂
⑩
富
9
d
巳
＜
2
°
。
［
蔓
、
司
邑
o
詳
8
二
8
ρ

（
1
9
）
　
Ω
邑
○
巨
8
苔
6
N
°
冒
障
魯
§
爾
㍉
』
自
9
ぺ
日
S
Q
ミ
き
S
魯
』
§
器

　
貯
§
き
量
§
③
蓮
旨
噂
ζ
〉
↓
廿
8
」
切
、
○
巴
管
§
置
Q
り
S
甘
ご
邑
く
6
冨
當
×
旬
巳
ぽ
詳
O
戸

　
　
」
8
N

（
2
0
）
　
二
〇
〇
六
年
十
二
月
現
在
、
三
名
の
日
本
人
留
学
生
（
学
部
）
が
お
り
、
戦
争
花
嫁
や
二
次

　
　
大
戦
時
の
日
系
人
の
再
定
住
を
テ
ー
マ
に
し
た
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
に
従
事
し
て
い

　
　
る
と
い
う
。
ハ
ン
セ
ン
氏
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
録
、
前
掲
。

（
2
1
）
　
調
査
実
施
者
に
は
、
「
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
・
パ
ケ
ッ
ト
」
一
式
が
配
布
さ
れ
る
。
そ

　
　
の
な
か
に
は
、
六
〇
分
カ
セ
ッ
ト
ニ
本
、
C
D
一
枚
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
手
順
（
］
巳
魯
≦
o
≦

　

o
り
吟
0
9
）
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
、
調
査
－
被
調
査
者
同
意
書
、
調
査
－
被
調
査

　

者
フ

ァ

ク
ト
・
シ
ー
ト
（
個
人
情
報
等
）
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
・
テ
ー
プ
ロ
グ
記
録
の
作
り

　

方
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
、
テ
ー
プ
・
ロ
グ
（
経
過
時
間
　
口
述
内
容
の
見
出
し
）
、
カ
セ
ッ

　
　
ト
ラ
ベ
ル
の
作
り
方
、
C
D
の
取
り
扱
い
方
法
、
セ
ン
タ
ー
提
出
用
書
類
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
、

　

資
料
送
付
用
封
筒
が
含
ま
れ
て
い
る
。

（2
2
）
　
s
O
「
巴
呂
゜
。
8
昌
国
く
巴
仁
豊
8
0
賃
庄
o
旨
o
°
。
∨
、
O
「
巴
雪
゜
・
8
昌
〉
。
・
。
・
8
訂
亘
o
目
勺
四
日
O
巨
舞

　
　
Z
已
日
ぴ
2
0
。
°
〉
巳
8
吟
巴
一
Φ
o
。
円
国
o
＜
け
9
0
り
o
O
吟
』
8
9
〈
宮
8
　
＼
＼
o
日
品
p
合
o
匹
ロ
゜
り
o
ロ
゜
9
已
＼

　
　
o
這
芦
ざ
巴
8
切
＼
o
巨
ぺ
O
二
ぴ
l
o
卯
耳
日
辱
印
日
⇔
亘
o
°
り
ま
N
O
①
ロ
全
ま
8
c
力
富
ロ
ユ
曽
臼
ψ
力
∨

（
2
3
）
　
ハ
ン
セ
ン
氏
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
録
、
前
掲
。
ち
な
み
に
、
録
音
テ
ー
プ
の
コ
ピ
ー
は
一
本

　
　
一
〇
ド
ル
、
C
D
－
R
は
一
枚
二
〇
ド
ル
で
入
手
可
能
。

（2
4
）
　
．
↓
庁
o
≦
「
后
巴
O
『
巴
＼
〉
烏
巴
ロ
富
吟
o
昌
〉
苫
巨
く
P
、
○
巴
管
「
巳
①
o
◎
吟
巴
o
d
巳
く
①
区
蔓
F
o
o
Φ
q

　
　
切
8
0
亡
　
〈
宮
号
‥
＼
＼
切
巴
［
」
o
江
白
日
p
g
已
旨
Φ
含
＼
£
」
－
ぴ
ぎ
＼
司
o
●
O
宮
8
誘
＼
O
叶
巴
〉
已
日
一
゜
笥
o
更

　
　
≦
ぺ
⇔
呂
O
O
匡
8
㊥
乞
≦
H
Φ
9
臼
乞
庁
1
1
9
べ
停
冥
1
1
一
8
昏
●
一
1
1
戸
∨

（
2
5
）
　
網
羅
的
リ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
、
O
「
巴
田
゜
。
8
蔓
O
o
苦
昆
o
ロ
の
、
達
O
o
ロ
巴
臣
問
ぎ
巨
P
§
丙

　
　§
慰
§
Q
、
○
×
甘
a
ご
巳
く
o
区
蔓
卑
o
°
・
°
・
“
N
8
ω
も
∨
ω
O
研
◎
お
よ
び
全
米
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ

　
　
ス

ト
リ
ー
協
会
の
H
P
を
参
照
く
げ
＃
O
…
＼
＼
o
目
o
口
p
陸
6
匹
諺
o
ロ
⑱
含
＼
o
偏
①
巳
N
①
ま
ロ
゜
。
＼
o
巨
ぺ

　
　
自
P
8
廿
⇔
日
▽

（2
6
）
　
正
式
名
称
は
「
兵
員
再
適
応
法
（
°
。
。
⊇
｛
o
o
日
①
ロ
ゴ
肉
o
江
言
゜
・
⇔
日
o
巳
》
9
0
⌒
お
±
）
」
。
平

　
　
均
的
な
大
学
の
学
費
が
年
間
三
五
〇
ド
ル
の
時
代
に
、
年
額
で
最
高
五
〇
〇
ド
ル
ま
で
の
学
費

　
　
支
給
は

画
期
的
で
あ
り
、
約
二
二
〇
万
人
の
復
員
兵
が
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
大
学
・
大
学

　
　
院
教
育
を
受
け
、
一
九
四
七
～
四
八
年
に
は
全
高
等
教
育
機
関
在
学
生
の
半
数
（
男
子
学
生

　
　
の
七
〇

％
）
に
の
ぼ
っ
た
と
い
う
。
図
o
亘
o
詳
乙
力
隅
o
牽
、
㊥
o
誉
尾
器
Q
り
冒
日
ぴ
o
行
弓
筐
o
H
H
o
｛
臼
o

　
　
　
Φ
±
C
↑
巨
ピ
、
隷
鼠
Φ
ミ
災
§
魯
寒
Q
§
、
ω
c
目
日
①
叶
ふ
8
恥
、
＜
o
烏
＼
H
切
匙
晴
や
畠
」
°

（
2
7
）
　
学
部
生
は
、
運
営
委
員
長
で
あ
る
チ
ェ
ン
バ
ー
ス
教
授
の
担
当
す
る
「
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト

　
　
リ
ー
と
第
二
次
大
戦
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
経
験
」
（
定
員
一
六
名
）
の
受
講
者
で
、
授
業
の

　
　
一
環
と
し
て
調
査
に
参
加
す
る
。

（
2
8
）
　
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
資
料
を
用
い
た
著
作
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
吋
o
日
×
日
舎
P
昌
句

　
§
ぎ
§
き
ミ
言
苫
“
↓
「
§
a
㊥
昌
゜
O
o
°
、
N
8
ふ

（2
9
）
　
ウ
ぎ
「
己
①
乙
力
⇔
巴
o
d
巳
く
Φ
呂
吟
喝
馨
↓
巴
芦
自
゜
・
o
o
、
O
o
冨
詳
日
①
口
⇔
o
パ
霞
゜
・
8
『
S
歴
史
学
部
教

　
　
授

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
オ
ー
ル
ド
ソ
ン
（
司
巨
§
O
江
ω
o
o
）
所
長
の
他
に
専
任
ス
タ
ッ
フ
ニ
名
（
文

　
　
書
・
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
記
録
保
存
）
、
大
学
院
生
・
学
部
生
助
手
数
名
あ
り
。
現
在
は
、
歴
史

　
　
学
部
の
建
物
の
一
角
を
占
め
る
小
さ
な
研
究
所
だ
が
、
将
来
的
に
は
独
立
し
た
建
物
の
新
築
を

　
　
め
ざ
す
。
研
究
所
の
運
営
費
は
、
大
学
予
算
お
よ
び
寄
付
金
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
、
大
学
院
生
の

　
　
助
手
は
歴
史
学
部
長
の
裁
量
で
配
置
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
二
五
日
フ
ロ
リ
ダ
州

　
　
立
大
学
タ
ラ
ハ
シ
ー
校
歴
史
学
部
オ
ー
ル
ド
ソ
ン
教
授
へ
の
筆
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

（
3
0
）
　
欧
州
戦
線
で
写
真
班
に
所
属
し
た
陸
軍
航
空
隊
兵
士
の
息
子
が
、
父
の
撮
っ
た
戦
争
写
真
を

　
　
捨
て
る
に
忍
び
な
い
の
で
保
管
し
て
欲
し
い
と
現
在
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
所
長
を
務
め
る
オ
ー
ル

　
　
ド
ソ
ン
教
授
に
申
し
入
れ
た
こ
と
が
設
立
の
契
機
で
、
他
に
も
従
軍
経
験
を
持
つ
四
兄
妹
か
ら

　
　
の
手
紙
・
物
品
寄
贈
の
申
し
出
も
あ
り
、
設
立
に
至
っ
た
と
い
う
。
な
お
、
オ
ー
ル
ド
ソ
ン
教

　

授
は
第
二
次
世
界
大
戦
史
、
東
部
戦
線
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
研
究
を
専
門
と
す
る
歴
史
学
者
。
著

　

書
・
論
文
発
表
に
加
え
て
、
戦
友
会
や
市
民
集
会
で
の
講
演
活
動
に
よ
り
戦
争
体
験
記
録
・
物
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品
の
保
存
を
広
く
一
般
市
民
に
呼
び
か
け
て
い
る
。
前
掲
、
オ
ー
ル
ド
ソ
ン
教
授
へ
の
筆
者
イ

　
　
ン
タ
ビ
ユ
ー
。

（
3
1
）
　
全
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
録
の
中
の
黒
人
兵
の
割
合
が
少
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
ス
タ
ッ
フ

　
　
が
、
近
年
は
、
黒
人
兵
士
（
男
女
）
の
戦
争
体
験
に
焦
点
を
あ
て
て
精
力
的
に
イ
ン
タ

　
　
ビ
ユ
ー
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
、
o
◎
［
良
出
品
巨
肩
巨
㌘
、
』
o
き
O
o
ロ
日
陪
戸
〈
巨
G
‥
＼
＼
司
妻
ξ
合
F

　

a
己
＼
～
乞
司
N
＼
°
り
［
良
－
画
o
芦
ぴ
q
㊤
宮
日
〉

（
3
2
）
　
ラ
イ
ケ
ル
ト
・
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
長
の
ロ
ビ
ン
・
セ
ラ
ー
ズ
（
勾
o
σ
日

　

白力

Φ

＝
氏
゜
。
）
教
授
は
、
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
方
法
論
に
関
す
る
授
業
も
担
当
し
て
お
り
、

　
　
単
独
も
し
く
は
学
生
と
と
も
に
戦
争
体
験
の
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
調
査
を
実
施
し
て
い

　
　
る
。
口
述
資
料
は
第
二
次
大
戦
と
戦
争
体
験
研
究
所
に
保
存
さ
れ
る
。

（
3
3
）
　
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
学
部
に
設
置
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
専
任
教
授
一
名
の
ほ
か
、
二
〇

　
　
名
の
学
内
外
協
力
者
お
よ
び
大
手
出
版
ロ
o
一
〇
社
、
テ
キ
サ
ス
州
、
ア
ム
ハ
イ
ザ
ー
・
ブ
ッ
シ
ュ

　
　
社
、
地
方
紙
二
社
な
ど
を
含
む
官
民
か
ら
の
協
賛
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
る
。
専
任
教
授
は
「
ナ

　
　
ラ
テ
イ
ブ
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
と
い
う
科
目
を
担
当
し
て
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
方
法

　
　
論

を
学
部
学
生
に
指
導
し
て
い
る
。
米
議
会
図
書
館
の
「
復
員
兵
の
歴
史
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

　
　
公
式
パ
ー
ト
ナ
ー
と
も
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
調
査
経
験
の
な
い
一
般
の
協
力
者
も
募
集
し
て

　
　
お
り
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
実
施
に
あ
た
っ
て
の
手
引
書
は
、
具
体
的
な
調
査
実
施
の
手
順
や

　
　
質
問
項
目
、
質
問
文
例
ま
で
丁
寧
に
示
し
て
い
る
。
〈
宮
8
…
＼
＼
ロ
8
豆
ρ
巨
o
×
器
゜
6
0
已
＼
而
×
旦
o
苫
＼

　
　
冨
江
8
＼
買
o
］
o
自
宮
日
▽

（
M
）
　
ζ
①
o
q
σ
9
冷
囚
く
ぽ
－
男
o
障
縞
5
N
、
』
卜
6
鶴
Q
§
ミ
隅
§
§
ミ
S
合
㍉
㎏
S
さ
9
ミ
ペ
9

　

卜
随
辻
さ
8
ふ
自
へ
ト
ふ
廷
さ
器
ミ
き
句
弍
§
窮
g
㊦
日
吐
o
良
ご
巳
く
隅
゜
。
＃
∨
o
一
↓
而
g
切
印
o
°
り
゜
力
、

　
　
N
O
O
◎
ζ
富
巴
⑦
日
毒
゜
り
－
男
昆
叶
蒔
5
N
°
江
゜
、
さ
き
S
§
』
s
Φ
さ
へ
ふ
5
§
へ
§
＆
惑
s
臼

　
　
d
巳
＜
o
区
蔓
o
〔
↓
o
塁
゜
・
零
o
‘
。
°
・
ふ
8
9

（
3
5
）
　
所
蔵
資
料
の
一
覧
は
、
氏
名
の
〉
切
○
順
に
公
開
さ
れ
て
い
る
が
、
二
次
大
戦
の
従
軍
経
験

　
　
を
持
つ
人
物
が
何
名
含
ま
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
正
確
な
数
字
は
不
明
。
こ
の
カ
タ
ロ
グ
で

　
　
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
実
施
日
が
異
な
る
場
合
、
同
一
人
物
が
重
複
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
記

　
　
録
リ
ス
ト
の
中
に
は
元
日
本
兵
（
例
‥
〉
切
国
　
N
o
巳
、
O
出
O
O
N
O
、
○
ロ
弓
Q
り
ご
民
〉
、
ロ
已
巳
o
言

　
　
○
巴
O
°
。
◎
。
）
も
二
名
含
ま
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
ハ
ワ
イ
で
真
珠
湾
攻
撃
を
経
験
し
た
事
例
、

　
　
フ

ィ
リ
ピ
ン
戦
線
や
そ
の
他
の
太
平
洋
戦
線
に
お
い
て
日
本
軍
と
の
対
戦
経
験
を
持
つ
事
例
、

　
　
日
本
軍
の
捕
虜
体
験
を
持
つ
事
例
も
百
件
以
上
を
数
え
る
。
〈
宮
百
‥
＼
＼
司
≦
ξ
ま
冨
目
旨
け

　
　
江
已
＼
o
げ
O
＼
合
2
日
o
巳
ψ
・
心
△
ぐ
O
国
勺
L
巴
巴
o
o
q
も
烏
v

（
3
6
）
　
詳
し
く
は
、
テ
キ
サ
ス
工
科
大
ベ
ト
ナ
ム
セ
ン
タ
ー
、
ベ
ト
ナ
ム
・
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
の
ホ
ー

　

　
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
。
な
お
、
同
セ
ン
タ
ー
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
関
連
の
所
蔵
資
料
は
三
五
万
件
の

　
　
文
書
資
料
、
二
千
点
の
地
図
、
五
万
五
千
点
の
写
真
、
一
千
五
百
点
の
映
像
資
料
、
一
二
五
件

　
　
の

オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
資
料
を
含
む
膨
大
な
も
の
で
、
米
国
に
お
け
る
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
研

　
　
究

の
一
大
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
最
新
の
情
報
技
術
を
駆
使
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
非

　
　
常
に
洗
練
さ
れ
て
い
る
。
〈
宮
8
”
＼
＼
≦
≦
ξ
≦
①
日
③
日
江
F
o
O
已
＼
≦
o
日
昌
曽
n
巨
く
而
＼
ぎ
O
而
呂
『
［
日
〉

（3
7
）
〈
江
零
き
‘
・
田
゜
・
9
昌
零
o
］
而
⇔
戸
e
げ
冨
蔓
昆
O
o
ロ
σ
Q
『
0
°
・
．
．
〉
ひ
o
巨
日
。
＜
0
9
冨
ロ
゜
・
臣
ω
8
q

　
　
零
巳
Φ
n
戸
、
弓
汀
e
冨
曽
司
o
〔
0
8
胃
①
の
゜
・
O
o
n
已
日
①
昇
〉
已
碧
g
・
｛
ω
O
ふ
8
Φ
“

（
3
8
）
認
9
否
冨
≦
一
8
ふ
O
㏄
O
o
け
賠
、
N
8
0
°
冨
旦
註
く
o
白
゜
・
9
q
ー
口
丙
日
日
O
o
漏
冨
゜
・
°
・
冶
ロ
巴

　
　
肉
⑦
8
己
、
〈
o
＝
ま
b
◎
8
」
忘
O
。
↓
〉
弓
』
犬
や
ム
ρ
◎
∩
⑦
o
N
、
因
ロ
O
日
σ
q
ω
一
勺
ロ
目
8
ρ
、
の
骨
子
要
約
。

（
3
9
）
　
公
式
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
る
に
は
、
年
間
二
五
件
以
上
の
口
述
資
料
の
提
供
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
二
〇
〇
六
年
一
二
月
四
日
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
長
ロ
バ
ー
ト
・
バ
ト
リ
ッ
ク
氏
（
退
役
陸
軍
大
佐
）

　
　
へ
の
筆
者
イ
ン
タ
ビ
ユ
ー
。

（4
0
）
　
、
＜
o
甘
日
5
日
゜
・
9
蔓
印
o
］
o
O
〔
日
σ
q
巨
一
昌
ロ
守
o
目
N
O
O
吟
、
、
ご
σ
日
日
o
〔
0
8
守
o
°
・
°
。

　
　
勺
巨
①
日
ざ
〔

（
4
1
）
　
専
任
ス
タ
ッ
フ
の
数
は
、
正
確
に
は
二
二
名
。
非
常
勤
を
含
め
る
と
さ
ら
に
多
く
な
る
が
正

　
　
確
な
人
数
は
不
明
。
ス
タ
ッ
フ
は
、
渉
外
部
門
と
ア
ー
カ
イ
ブ
部
門
に
分
か
れ
る
。
現
在
、
所

　
　
蔵
資
料
数
が
急
増
し
、
ア
ー
カ
イ
ブ
部
門
の
人
員
が
不
足
気
味
（
当
初
一
〇
人
、
現
在
は
五

　
　
人
）
だ
と
い
う
。
ま
た
、
最
近
の
年
間
予
算
は
「
二
、
三
百
万
ド
ル
」
に
増
加
し
て
い
る
。
ち

　
　
な
み
に
、
二
〇
〇
六
年
に
「
復
員
兵
の
歴
史
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
統
括
責
任
者
に
任
命
さ
れ
た

　
　
バ
ト
リ
ッ
ク
元
陸
軍
大
佐
は
、
二
〇
〇
四
年
に
落
成
し
た
第
二
次
世
界
大
戦
記
念
碑
（
≦
≦
目

　
　
ζ
①
日
o
「
巨
）
の
設
立
に
も
関
与
し
た
経
歴
を
持
つ
。
二
〇
世
紀
の
歴
史
的
な
戦
争
を
代
表
す

　
　
る
第
二
次
世
界
大
戦
の
記
念
碑
が
、
一
八
世
紀
の
独
立
戦
争
を
指
導
し
た
ワ
シ
ン
ト
ン
記
念
塔

　
　

と
、
一
九
世
紀
の
南
北
戦
争
を
戦
っ
た
リ
ン
カ
ー
ン
記
念
館
の
中
間
に
位
置
す
る
こ
と
に
は
象

　
　
徴
的
な
意
味
が
あ
る
と
い
う
。
前
掲
、
バ
ト
リ
ッ
ク
氏
へ
の
筆
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

（
4
2
）
　
調
査
実
施
者
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
実
施
の
手
引
き
を
入
手
可
能
。

　
　
〈
宮
甘
”
＼
＼
妻
≦
ミ
』
o
p
σ
Q
o
く
＼
＜
6
訪
＼
匹
庁
巨
日
▽

（
4
3
）
　
前
掲
、
バ
ト
リ
ッ
ク
氏
お
よ
び
専
任
ス
タ
ッ
フ
へ
の
筆
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

（
4
4
）
　
こ
れ
ま
で
に
次
の
二
冊
が
議
会
図
書
館
所
蔵
の
口
述
資
料
を
用
い
て
刊
行
さ
れ
て
い

　
　

る
。
↓
O
日
綱
［
O
O
O
5
ミ
§
ふ
誓
■
㌔
S
冒
咋
冒
9
句
§
■
砺
ミ
ミ
品
S
§
ぴ
貯
己
6
魯

　
　
寄
艮
o
日
出
8
°
・
P
N
8
0
一
↓
§
≦
9
巴
⑦
△
°
二
§
冨
砺
ミ
ミ
昌
．
防
§
口
忠
い
5
§
辱
§

　
　
醇
③
き
§
ぴ
邑
§
咋
§
へ
S
⑱
邑
§
咋
卜
S
♪
Z
註
8
巴
0
8
σ
q
日
冨
買
N
§
°

（
4
5
）
　
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
か
ら
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
や
イ
ラ
ク
で
の
「
テ
ロ
と
の
戦
い
」
ま
で
を
含
め
る

　
　
と
、
約
一
万
二
千
件
の
作
戦
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
録
が
こ
れ
ま
で
に
蓄
積
さ
れ
て
き
た
と
い
う
。

　
　
そ
の
う
ち
約
二
千
五
百
件
が
「
対
テ
ロ
戦
」
関
連
で
あ
る
。
両
苫
臣
≧
房
o
戸
．
≦
o
e
ψ
・
甘
目
8

　
　
≦
冨
［
ζ
曽
巨
霧
o
り
昌
、
、
§
§
ぴ
§
句
簿
§
咋
壁
言
口
⑦
N
8
◎
＜
巳
o
。
切
』
ρ
①
己
P
O
十
留
゜

（
4
6
）
　
テ
キ
サ
ス
工
科
大
学
ベ
ト
ナ
ム
セ
ン
タ
ー
と
は
研
究
協
力
関
係
に
あ
り
、
口
述
内
容
の
書
き

　
　
起
こ
し
や
資
料
整
理
の
終
了
し
て
い
な
い
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
従
軍
経
験
者
の
口
述
録
音
資
料
を

　
　
海
兵
隊
か
ら
提
供
す
る
代
わ
り
に
、
書
き
起
こ
し
資
料
と
目
次
・
要
約
資
料
を
逆
に
提
供
し
て

　
　
も
ら
う
と
い
う
形
で
、
相
互
利
益
を
追
求
し
て
い
る
と
い
う
。
二
〇
〇
六
年
二
一
月
五
日
、
海

　
　
兵
隊
歴
史
部
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
主
任
ブ
レ
ッ
ド
・
ア
リ
ソ
ン
退
役
海
兵

432
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隊
少
佐
へ
の
筆
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

（
4
7
）
　
≧
涜
o
戸
O
戸
Ω
け
∨
翠

（4
8
）
　
た
と
え
ば
、
女
性
海
兵
隊
協
会
（
弓
巨
o
綱
o
日
窪
ζ
曽
日
窃
〉
°
・
°
・
o
巳
③
ま
o
）
は
、
独
自
に

　
　
会

員
の
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
調
査
を
実
施
し
、
百
以
上
の
口
述
資
料
を
海
兵
隊
歴
史
部

　
　
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
寄
贈
し
て
い
る
。
H
巨
戸
P
O
9

（4
9
）
　
写
江
〉
巨
゜
・
o
P
ま
弓
9
哀
日
9
0
0
日
゜
。
①
昆
日
。
↑
…
σ
日
q
o
｛
0
8
σ
q
苫
゜
・
°
・
’
〈
而
［
而
冨
房

　
　
庄
留
o
q
㊥
「
巳
o
o
↑
°
、
§
句
§
防
§
§
〉
》
O
邑
N
8
ω
∨
〈
o
↑
◎
。
『
〉
昌
ρ
ふ
O
や
ま
゜
お
よ
び
、

　
　

前
掲
、
ア
リ
ソ
ン
氏
へ
の
筆
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
実
際
、
筆
者
も
録
音
C
D
を
入
手
し
、
聞

　
　
い
て

み

た
。
最
初
の
録
音
は
日
付
な
し
だ
が
、
第
三
海
兵
師
団
と
行
動
を
と
も
に
し
た
従
軍
記

　
　
者
や
従
軍
画
家
六
名
が
日
本
軍
の
ト
ー
チ
カ
内
で
海
兵
隊
軍
曹
か
ら
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け

　
　
て

い

る
こ
と
か
ら
、
上
陸
後
数
日
を
経
過
し
て
い
る
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。
各
自
へ
の
二
、

　
　
三

分
程
度
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
氏
名
、
階
級
、
住
所
、
任
務
、
上
陸
後
の
印
象
、
記
者
に

　
　
は

ど
ん
な
ニ
ュ
ー
ス
を
送
っ
た
か
、
画
家
に
は
ど
ん
な
場
面
を
描
い
た
か
を
聞
い
て
い
る
。
暗

　
　
い
感

じ
の
ト
ー
ン
で
受
け
答
え
を
し
て
い
る
従
軍
画
家
の
声
が
印
象
に
残
る
。
次
の
録
音
は
、

　
　
上
陸

開
始
二
日
後
の
一
九
四
五
年
二
月
一
二
日
水
曜
日
で
あ
る
と
海
兵
隊
軍
曹
が
明
言
し
て

　
　
い

る
。
こ
ち
ら
は
海
兵
隊
の
広
報
に
使
わ
れ
る
こ
と
を
意
識
し
て
お
り
、
戦
場
の
実
況
中
継
に

　
　
近

い
。
背
景
音
に
は
砲
弾
の
炸
裂
す
る
音
や
機
関
銃
の
銃
声
、
飛
行
機
の
爆
音
な
ど
が
聞
こ
え

　
　

る
。
軍
曹
は
第
五
海
兵
師
団
（
第
四
海
兵
師
団
と
と
も
に
上
陸
作
戦
に
参
加
）
と
行
動
を
と
も

　
　
に
し
て
い
る
ら
し
い
。
播
鉢
山
の
日
本
軍
陣
地
か
ら
の
砲
撃
が
ま
だ
激
し
い
こ
と
、
友
軍
機
が

　
　
爆
撃
中
で
炎
が
立
ち
上
っ
て
い
る
の
が
見
え
る
こ
と
な
ど
を
淡
々
と
実
況
し
て
い
る
。
時
折
音

　
　
声
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
録
音
は
レ
コ
ー
ド
盤
に
録
音
さ
れ
て
い
る
ら
し
い

　
　

こ
と
が
わ
か
る
。

（5
0
）
　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
。
〈
宮
G
‥
＼
＼
≦
≦
㌣
已
゜
・
巳
o
偏
＼
o
『
巴
巨
゜
。
8
目
＼

　
　
自
巴
巨
゜
。
8
『
S
算
日
▽

（
5
1
）
　
ま
た
、
「
海
軍
史
セ
ン
タ
ー
（
Z
①
＜
巴
閏
｛
°
。
8
蔓
O
o
巳
o
『
）
」
に
も
相
当
数
の
海
軍
兵
士
の
オ
ー

　
　
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
記
録
が
保
存
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
詳
細
は
不
明
。

（
5
2
）
　
戦
場
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
し
た
著
名
な
陸
軍
史
家
の
ひ
と
り
が
S
．
L
．
A
．
マ
ー
シ
ャ

　
　
ル
陸
軍
准
将
で
あ
る
。
㊤
↑
P
ζ
曽
ω
『
呂
、
9
自
へ
墨
へ
§
∨
二
昌
官
時
ぺ
甘
ロ
日
巴
勺
苫
乙
・
°
・
、

　

　
一
路
合
o
力
゜
↑
》
°
呂
胃
ω
ぎ
＝
w
さ
自
』
・
S
乏
§
㌔
き
句
き
§
込
忠
咋
§
§
s
§
へ
、

　
　
d
巳
く
而
区
蔓
o
｛
○
匹
芦
o
日
③
零
窃
゜
・
b
8
⇔
o
「
芭
目
巴
一
路
＼

（
5
3
）
　
現
在
、
陸
軍
で
は
戦
史
分
遣
隊
（
昌
日
曽
望
田
゜
。
9
蔓
0
6
冨
6
『
日
而
旦
）
に
よ
る
「
作
戦
イ

　
　
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
が
精
力
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
一
方
、
退
役
将
官
へ
の
「
退
官
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
　
（
o
民
ご
旦
2
≦
o
宅
）
」
も
実
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
九
二
一
」
テ
ロ
の
被
害
を
受
け
た
ペ

　
　
ン
タ
ゴ
ン
関
係
者
や
文
官
・
警
察
・
消
防
・
市
民
へ
の
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
調
査
を
海
軍

　
　
戦
史
分
遣
隊
と
の
協
力
で
実
施
し
、
そ
の
数
は
千
件
を
超
え
る
と
い
う
。
陸
軍
に
お
け
る
オ
ー

　
　
ラ
ル
．
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
重
要
性
は
、
冷
戦
後
さ
ら
に
増
し
て
き
て
い
る
。
c
力
吟
8
げ
o
目
い
o
h
σ
q
屋
P

　
　
”
弓
9
乙
り
8
后
゜
・
o
｛
○
『
巴
呂
゜
。
8
q
日
昏
①
〉
『
日
冒
国
×
冨
a
日
σ
q
①
弓
日
合
口
o
口
”
昌
Φ
§

　
　■
§
ぺ
印
己
Φ
§
＜
o
江
O
』
o
N
も
O
b
。
一
お
＼

（
M
）
　
桜
井
厚
「
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
対
話
性
と
社
会
性
」
『
歴
史
学
研
究
』
第
八
一
一
号
、

　
　

二
〇
〇

六
年
二
月
、
二
頁
。

（5
5
）
　
蘭
信
三
「
特
集
に
あ
た
っ
て
」
『
日
本
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
』
第
二
号
、
二
〇
〇
六
年
九
月
、

　
　

二
頁
。

（5
6
）
　
桜
井
厚
「
特
集
の
言
葉
」
『
日
本
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
』
創
刊
号
、
二
〇
〇
六
年
、
三
二
頁
。

（
5
7
）
　
そ
の
調
査
対
象
も
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
『
日
本
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
⊥

　
　
第
二
号
の
特
集
「
地
域
に
お
け
る
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
実
践
の
課
題
と
可
能
性
」
で
は
、

　
　
被
差
別
部
落
、
在
日
韓
国
人
、
在
日
華
僑
、
満
州
体
験
者
な
ど
の
テ
ー
マ
が
取
り
上
げ
ら
れ
て

　
　
い
る
。

（
5
8
）
　
御
厨
自
身
の
回
顧
に
よ
れ
ば
、
一
九
九
五
年
東
京
都
立
大
学
法
学
部
に
「
戦
後
政
策
回
顧
研

　
　
究
会
」
設
置
、
一
九
九
七
年
政
策
研
究
大
学
院
大
学
設
置
と
同
時
に
「
政
策
情
報
プ
ロ
ジ
ェ
ク

　
　
ト
」
開
始
、
二
〇
〇
〇
年
文
部
省
科
学
研
究
費
C
．
0
．
E
．
形
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
選
定
さ
れ
、

　
　
五
年
時
限
制
で
「
C
．
O
．
E
．
オ
ー
ラ
ル
・
政
策
形
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
発
足
、
学
内
外
約

　
　
六
〇

名
の
研
究
者
が
参
加
。
御
厨
貴
『
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
　
現
代
史
の
た
め
の
ロ
述
記

　
　
録
』
中
公
新
書
、
二
〇
〇
二
年
、
二
〇
一
頁
。
な
お
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
約
一
八
〇
人
へ

　
　
の

イ
ン
タ
ビ
ェ
ー
調
査
を
約
千
二
百
回
に
わ
た
っ
て
実
施
し
、
『
扇
一
人
（
元
海
軍
大
佐
）
オ
ー

　
　
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
』
政
策
研
究
大
学
院
大
学
、
二
〇
〇
三
年
、
『
大
賀
良
平
（
元
海
上
幕
僚

　
　
長
）
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
』
政
策
研
究
大
学
院
大
学
、
二
〇
〇
六
年
、
な
ど
旧
軍
歴
を
持

　
　
つ
高
級
幹
部
自
衛
官
へ
の
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
調
査
も
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
プ
ロ

　
　
ジ

ェ

ク
ト
の
支
援
を
受
け
て
、
防
衛
研
究
所
で
は
、
『
中
村
悌
次
（
元
海
上
幕
僚
長
）
オ
ー
ラ

　
　
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
』
防
衛
研
究
所
、
二
〇
〇
六
年
、
も
刊
行
し
て
い
る
。
中
島
信
吾
「
ブ
リ
ー

　
　
フ
ィ
ン
グ
・
メ
モ
　
防
衛
庁
・
自
衛
隊
と
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
」
防
衛
研
究
所
ニ
ュ
ー
ス
、

　
　
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
号
。

（5
9
）
　
御
厨
貴
研
究
室
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
。
ま
た
、
「
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、

　
　
文
字
資
料
・
音
声
資
料
・
映
像
資
料
と
い
っ
た
様
々
な
形
態
の
資
料
群
の
保
存
・
管
理
・
公
開
・

　
　
閲
覧
に
関
す
る
方
法
論
を
開
発
中
で
、
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
・
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

　
　
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
現
在
、
日
本
で
最
も
先
端
を
ゆ
く
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
・
プ
ロ

　
　
ジ
ェ
ク
ト
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
〈
宮
ε
…
＼
＼
乞
宅
ξ
旦
巨
『
■
ρ
「
6
器
9
み
o
ξ
ρ
①
o
曽
＼
『
窃
＼
o
『
巴
゜

　
　
巨
日
▽

（6
0
）
　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
同
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
。
〈
ピ
G
‥
＼
＼
≦
≦
ξ
宮
ひ
餌
ρ
這
＼
N
一
〇
〇
〇
＼

　
　
胃
⑦
∈
ぎ
阜
①
×
－
〕
●
吟
日
▽

（
6
1
）
　
戦
争
体
験
の
口
述
資
料
が
ど
の
程
度
所
蔵
さ
れ
て
い
る
か
は
不
明
。
ネ
ッ
ト
上
で
は
、
所

　
　
蔵
資
料
目
録
は
公
開
さ
れ
て
い
な
い
。
〈
宮
8
‥
＼
＼
綱
乞
ξ
済
゜
・
已
目
①
冨
p
旨
＼
日
ロ
Φ
Q
＼
隅
＼
乞
マ

　
　
日
ロ
ω
Φ
已
日
＼
日
臼
O
×
旨
⇔
日
▽
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（
6
2
）
　
こ
の
調
査
の
実
施
協
力
者
で
、
島
根
県
調
査
を
担
当
し
た
喜
多
村
理
子
に
よ
れ
ば
、
「
二
者

　
　
択
一
的
形
式
」
が
多
か
っ
た
が
、
む
し
ろ
選
択
肢
を
設
け
ず
自
由
回
答
に
し
た
ほ
う
が
よ
か
っ

　
　
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
て
い
る
。
（
喜
多
村
理
子
「
戦
場
の
死
の
受
け
止
め
方
を
め
ぐ
っ

　
　
て
」
『
日
本
民
俗
学
』
二
四
七
号
、
二
〇
〇
六
年
八
月
、
一
九
五
～
二
一
八
頁
。
）

　
　
　
一
般
に
、
郵
送
調
査
に
よ
る
量
的
調
査
で
は
、
回
答
者
か
ら
の
自
由
回
答
を
ア
フ
タ
ー
・
コ
ー

　
　
デ
ィ
ン
グ
す
る
手
間
を
省
く
た
め
に
、
プ
リ
・
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
し
て
選
択
肢
を
設
け
る
こ
と

　
　
が
多
い
。
こ
の
調
査
の
よ
う
に
回
答
結
果
の
数
量
的
分
析
を
目
的
と
せ
ず
、
む
し
ろ
質
的
情
報

　
　
を
得
る
こ
と
を
主
眼
と
す
る
調
査
の
場
合
、
ア
フ
タ
ー
・
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
心
配
は
な
く
、
個

　
　
人
の
深
層
意
識
を
探
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
と
考
え
れ
ば
、
自
由
回
答
と
す
べ
き
で
あ
ろ

　
　
う
。
た
だ
し
、
問
題
は
調
査
時
間
で
あ
る
。
米
国
の
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
調
査
実
施
の
標

　
　
準
的
な
手
引
書
に
は
、
調
査
時
間
は
九
〇
分
か
ら
二
時
間
ま
で
を
目
安
と
し
、
そ
れ
以
上
に
長

　
　
引
く
場
合
に
は
、
い
っ
た
ん
調
査
を
中
断
し
、
後
日
、
再
度
訪
問
調
査
を
す
べ
き
と
さ
れ
て
い

　
　
る
。
一
回
限
り
の
面
接
調
査
で
、
多
岐
に
わ
た
る
調
査
項
目
を
カ
バ
ー
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

　
　
場
合

に
は
、
選
択
肢
の
設
定
も
や
む
を
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
社
会
調
査
の
実
施
に
あ
た
っ

　
　
て

は
、
調
査
目
的
の
達
成
と
調
査
実
施
予
算
や
実
施
手
段
・
方
法
に
よ
る
制
約
と
の
間
の
ジ
レ

　
　
ン
マ
は
、
常
に
つ
き
ま
と
う
も
の
で
あ
る
。

（
6
3
）
自
身
も
こ
の
調
査
実
施
に
参
加
し
た
荒
川
は
、
調
査
結
果
の
中
の
自
由
回
答
部
分
か
ら
得
ら

　
　
れ

る
質
的
情
報
（
語
り
1
ー
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
部
分
）
を
活
用
し
、
元
兵
士
や
夫
が
戦

　
　
死

し
た
妻
た
ち
の
戦
争
体
験
に
由
来
す
る
「
戦
争
観
や
慰
霊
の
心
情
」
に
つ
い
て
の
仮
説
構
築

　
　
を
試
み
て
い
る
。
荒
川
章
二
「
戦
争
・
軍
隊
史
研
究
と
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
」
『
季
刊

　
　
戦
争
責
任
研
究
』
第
五
四
号
、
二
〇
〇
四
年
、
二
～
九
、
八
五
頁
。

（“
）
　
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
。
〈
宮
百
…
＼
＼
ξ
乞
網
ロ
庁
片
o
こ
O
＼
O
①
碧
o
＼
巨
△
而
呂
巨
日
▽

（
6
5
）
　
大
阪
大
空
襲
に
関
連
す
る
研
究
動
向
に
つ
い
て
は
、
小
山
仁
示
「
平
和
祈
念
戦
争
資
料
室
か

　
　
ら
ピ
ー
ス
お
お
さ
か
へ
　
調
査
・
研
究
の
歩
み
を
ふ
り
か
え
る
」
『
戦
争
と
平
和
』
大
阪
国
際

　
　
平
和
研
究
所
紀
要
、
司
．
1
1
、
二
〇
〇
二
年
、
五
～
一
二
頁
参
照
。

（
6
6
）
　
平
成
九
年
以
降
、
「
平
和
祈
念
館
（
仮
称
）
」
設
立
に
向
け
て
県
民
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
資
料
は

　
　
約
一
万
二
千
点
、
戦
争
体
験
等
の
証
言
者
は
約
＝
○
○
人
以
上
に
の
ぼ
る
と
い
う
。
平
成
九

　
　
年
度
か
ら
県
民
戦
争
体
験
談
集
シ
リ
ー
ズ
「
記
憶
の
湖
」
（
第
一
巻
「
女
性
た
ち
の
戦
争
体
験
」
、

　
　
第
二
巻
「
子
ど
も
た
ち
と
戦
争
」
、
第
三
巻
「
戦
争
の
中
の
青
春
」
、
第
四
巻
「
『
外
地
』
の
県
民
」
、

　
　
第
五
巻
「
戦
場
と
県
民
」
、
第
六
巻
「
暮
ら
し
の
中
の
戦
争
」
）
を
発
行
し
て
い
る
。
ま
た
、
戦

　
　
争
体
験
の
証
言
を
ビ
デ
オ
に
録
画
し
（
全
一
六
巻
）
、
そ
の
一
部
は
ネ
ッ
ト
上
で
視
聴
可
能
で

　
　
あ
る
。
〈
ピ
百
…
＼
＼
≦
笥
乞
も
目
㌃
巨
ぬ
p
旨
＼
『
o
旨
①
＼
［
o
ロ
］
仁
｛
σ
廿
⌒
日
▽

（
6
7
）
　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
。
〈
9
8
…
＼
＼
乞
乞
乞
も
8
0
0
白
ロ
ψ
。
o
c
日
も
冨
［

　
　
o
匠
日
ξ
ど
b
＼
9
旨
畠
畏
已
。
り
匂
ロ
＼
す
o
N
巴
＼
冨
o
ψ
力
S
ロ
ム
o
×
廿
吟
目
▽

（縄
）
　
動
画
サ
イ
ト
は
、
〈
9
8
ミ
≦
乞
≦
吉
已
①
巳
力
＼
一
ヨ
ロ
Φ
q
＼
0
8
ω
＼
O
呂
8
N
O
戸
霧
＼
戸
七
●
O
＞
参
照
。

（
6
9
）
　
同
会
の
代
表
者
は
、
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
に
開
催
さ
れ
た
日
本
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
学

　
　
会
で
活
動
内
容
を
報
告
。
同
会
で
は
、
元
兵
士
の
戦
争
体
験
を
「
政
治
信
条
、
宗
教
、
年
齢
、

　
　
職
業
、
地
域
、
性
別
、
な
ど
を
一
切
超
え
る
全
世
代
共
通
の
遺
産
」
と
位
置
づ
け
、
「
無
色
、
無
償
、

　
　
無
名
」
を
原
則
と
し
、
広
く
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
提
供
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
動
画
サ

　
　
イ
ト
は
、
〈
宮
百
…
＼
＼
≦
乞
宍
口
o
日
o
ご
O
＼
〈
o
呂
易
⑦
且
o
ウ
日
目
o
°
・
o
［
と
一
廿
［
日
〉
参
照
。

（
0
7
）
　
同
会
の
設
立
目
的
は
、
「
昭
和
と
い
う
激
動
の
時
代
を
生
き
抜
き
ぬ
い
た
人
々
の
実
体
験
の

　
　
記
憶
を
「
聞
き
取
り
」
と
い
う
手
法
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
発
掘
し
、
こ
れ
ら
個
人
の
貴
重
な

　
　
体
験
を
出
版
物
等
に
よ
り
記
録
す
る
こ
と
に
よ
り
、
話
し
手
で
あ
る
本
人
に
生
き
が
い
を
与
え

　
　
る
と
共
に
、
個
人
の
貴
重
な
体
験
を
本
人
家
族
の
み
な
ら
ず
、
社
会
に
伝
え
る
こ
と
に
よ
り
文

　
　
化
の
向
上
や
社
会
教
育
に
寄
与
す
る
こ
と
」
で
あ
る
。
毎
月
数
人
ず
つ
調
査
を
実
施
し
、
全

　
　
国
各
地
の
高
齢
者
か
ら
聞
い
た
話
や
古
い
写
真
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公

　
　
開
。
こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
て
、
子
供
た
ち
と
祖
父
母
や
地
域
の
高
齢
者
と
の
交
流
が
活
発
化

　
　
し
、
国
や
地
域
の
歴
史
や
習
慣
、
伝
統
行
事
な
ど
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
高
齢
者
が
人
生
に
お
い

　
　
て
培
っ
て
き
た
深
く
豊
か
な
知
恵
か
ら
も
子
供
た
ち
は
多
く
を
学
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
、
こ

　
　
の
「
昭
和
の
記
憶
」
活
動
を
国
民
運
動
と
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
る
。
詳
細
は
、
ホ
ー
ム

　
　
ペ
ー
ジ
参
照
。
〈
宮
G
‥
＼
＼
き
ミ
゜
目
o
日
o
蔓
6
訂
廿
o
≦
P
■
＼
〉

（7
1
）
　
同
上
、
〈
宮
百
‥
＼
＼
笥
≦
乏
日
o
日
o
目
6
い
゜
り
●
o
乞
P
甘
＼
目
o
」
　
甘
＼
日
o
∈
P
宮
日
▽

（7
2
）
　
酒
井
順
子
／
ポ
ー
ル
・
ト
ン
プ
ソ
ン
「
日
本
に
お
け
る
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
可
能
性
」
、

　
　
ト
ン
プ
ソ
ン
『
記
憶
か
ら
歴
史
へ
』
、
前
掲
書
、
五
六
五
頁
。

（
7
3
）
　
歴
史
学
研
究
会
で
は
、
一
九
八
六
年
に
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
テ
ー
マ
に
し
た
シ
ン
ポ

　
　

ジ
ウ
ム
を
開
い
て
以
来
約
二
〇
年
ぶ
り
に
「
方
法
と
し
て
の
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
再
考
」

　
　
と
い
う
テ
ー
マ
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
そ
の
際
の
論
考
が
二
〇
〇
六
年
二
月
号
と
四
月

　
　
号

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
文
書
資
料
を
絶
対
視
し
、
口
述
資
料
に
は
文
書
資
料
の
補
完
と
し
て

　
　
の

価
値
し
か
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
実
証
主
義
歴
史
学
の
立
場
に
対
す
る
社
会
学
や
文
化
人

　
　
類
学
的
方
法
を
用
い
る
歴
史
研
究
者
か
ら
の
批
判
的
議
論
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
大
変
興
味
深

　
　

い
。
社
会
学
者
の
桜
井
厚
は
、
ポ
ー
ル
・
ト
ン
プ
ソ
ン
の
議
論
を
引
用
し
な
が
ら
文
書
資
料
よ

　
　
り
も
む
し
ろ
口
述
資
料
の
ほ
う
が
信
頼
性
は
高
い
と
主
張
し
、
一
方
で
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」

　
　
歴

史
学
者
の
清
水
透
は
、
自
身
の
メ
キ
シ
コ
先
住
民
の
歴
史
に
関
す
る
研
究
に
依
拠
し
つ
つ
、

　
　
「
語
り
」
の
「
揺
れ
」
の
問
題
が
あ
る
こ
と
を
認
め
な
が
ら
も
、
「
語
り
手
」
を
「
書
き
手
」
に
、
「
口

　
　
述
資
料
」
を
「
文
書
資
料
」
に
置
き
換
え
て
考
え
れ
ば
、
い
ず
れ
も
資
料
批
判
が
重
要
で
あ
る

　
　

こ
と
は
共
通
で
あ
る
し
、
む
し
ろ
「
記
録
文
書
」
か
ら
見
え
て
く
る
「
史
実
」
は
ご
く
限
ら
れ

　
　

た
も
の
で
し
か
な
く
、
「
過
去
の
実
相
」
を
知
る
上
で
は
「
語
り
そ
の
も
の
か
ら
次
々
と
新
た

　
　

な
史
実
の
存
在
を
予
感
」
で
き
る
場
合
も
あ
る
と
し
て
、
口
述
資
料
の
持
つ
潜
在
的
な
価
値
を

　
　
高
く
評
価
す
る
。
植
民
地
支
配
の
も
と
で
記
論
文
書
を
抹
消
さ
れ
、
文
字
を
残
す
権
利
そ
の
も

　
　
の

を
奪
わ
れ
た
民
の
歴
史
、
植
民
地
支
配
史
か
ら
は
「
不
在
と
さ
れ
て
き
た
歴
史
」
は
「
聞
き

　
　
取
り
」
を
通
じ
て
は
じ
め
て
そ
の
姿
を
あ
ら
わ
す
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
清
水
の
議
論
に
は
説

　
　
得
力
が
あ
る
。
こ
う
し
た
議
論
を
歴
史
学
の
立
場
か
ら
大
門
正
克
は
、
資
料
を
通
じ
た
事
実
の

434



河野仁［戦争体験のオーラル・ヒストリー］

　
　
確
認

は
文
字
資
料
・
口
述
資
料
と
も
に
重
要
で
あ
り
、
「
資
料
」
と
は
研
究
者
の
内
面
性
に
も

　
　
と
つ
い
て
選
択
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
「
事
実
」
と
は
異
な
る
。
そ
の
意
味
で
は
文
字
・
口
述
資

　
　
料

は
共
通
す
る
と
の
認
識
を
提
示
し
て
い
る
。
桜
井
厚
「
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
対
話
性

　
　
と
社
会
性
」
『
歴
史
学
研
究
』
第
八
＝
号
、
二
〇
〇
六
年
二
月
、
二
～
一
〇
頁
、
清
水
透
「
フ
ィ
ー

　
　
ル
ド
ワ
ー
ク
と
歴
史
学
」
『
歴
史
学
研
究
』
第
入
＝
号
、
二
〇
〇
六
年
二
月
、
一
一
～
一
九

　
　
頁
、
大
門
正
克
「
歴
史
学
か
ら
の
接
近
、
歴
史
学
へ
の
接
近
」
『
歴
史
学
研
究
』
第
八
一
一
号
、

　
　
二
〇
〇
六
年
二
月
、
二
〇
～
二
二
頁

（
7
4
）
　
桜
井
厚
『
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
社
会
学
』
せ
り
か
書
房
、
二
〇
〇
二
年
、
六
七
頁
。

（
7
5
）
　
桜
井
に
よ
れ
ば
、
「
ラ
イ
フ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
は
語
り
手
と
聞
き
手
の
対
話
を
通
し
た
相
互

　
　
作
用
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
る
と
み
な
し
、
「
対
話
的
構
築
主
義
」
と
呼
ぶ
。
ま
た
、
「
語
り
」
を

　
　
「
ス
ト
ー
リ
ー
領
域
」
と
「
物
語
領
域
」
と
に
区
別
し
、
前
者
の
語
り
の
構
築
は
研
究
者
と
語

　
　
り
手
と
の
相
互
性
が
主
だ
が
、
後
者
の
場
合
は
語
り
手
に
物
語
を
構
築
す
る
主
導
権
が
あ
る
と

　
　
い
う
。
桜
井
、
前
傾
論
文
、
二
〇
〇
六
年
、
五
頁
。

（
7
6
）
　
桜
井
、
前
掲
書
、
二
〇
〇
二
年
、
一
〇
九
頁
。

（
7
7
）
　
保
苅
実
『
ラ
デ
ィ
カ
ル
・
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
』
御
茶
の
水
書
房
、
二
〇
〇
四
年
。

（
7
8
）
　
中
野
聡
「
戦
争
史
と
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ア
ン
」
『
歴
史
学
研
究
』
第
八
一
三
号
、
二
〇
〇
六

　
年
四
月
、
三
〇
～
三
一
頁
。

　
　
（
防
衛
大
学
校
教
授
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）

（二
〇

〇

七
年
四
月
三
〇
日
受
理
、
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
三
日
審
査
終
了
）
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Oral　Ilistory　of　Personal　Experiences　of　War：Projects　and　Cha皿enges　m　the　IJ．S．　and

Japan

KAwANo　Hitoshi

　　　In　this　papeちoral　history　programs　pertaining　to　military　veterans，　including　wartime　experience，　in　the

United　States　and　Japan　are　reviewed．　Selected　American　oral　history　programs　are　closely　examined　in　terms

of　their　missions，　characteristics，　management　policies，　interview　methodologies，　recording，　maintenance　and

dissemination　of　collections，　as　well　as　digitization　and　public　access　policies　of　the　database．

　　　Columbia　University　has　the　oldest　and　the　largest　university－based　oral　history　program　in　the　United　States．

Established　in　1948，　the　columbia　oral　History　Research　office　contains　over　8，000　volumes　in　its　collection

and　is　foremost　in　academic　oral　history　activities　in　the　U血ited　States．　Howeveちdespite　its　wide　range　of

collections，　there　are　few　collections　fbcusing　on　wartime　combat　experiences．　Other　academic　institutions，　such

as　UC　Berkele又UCLA，　and　Califbrnia　State　University　at　Fullerton　have　fa三rly　large　collections，　but　few　combat－

related　oral　histories．　On　the　other　hand，　Rutgers　University　Florida　State　University　at　T㌔11ahassee，　Tbxas“ch

University　and　University　of　North　T＞xas　have　oral　history　programs　particularly　fbcusing　on　combat　exper三ence

of　veterans．

　　　Other　than　university－based　programs，　the　most　notable　oral　history　prqject　fbcusing　on　wartime　experiences

is　the　Veterans　History　Pr（りect　at　the　Library　of　Congress．　Covering　oral　histories　of　veterans　of　WWI　through

current　armed　conflicts，　the　co皿try’s　largest　pr（りect　has　collected　over　45，000　interviews．　The　oral　history

program　of　the　U．S．　Marine　Corps　has　over　15，000　interviews　of　combat　veterans，　making　it　the　second　largest

collection　in　the　country　The　program　started　in　1965　fbcusing　on　the　Vietnam　veterans．　Howeve垣t　also

includes　interviews　of　the　WWII　veterans　and　prominent　Marine　Corps　generals　who　have　fbught　through　the

Korean　WaちVietnam　Waちand　other　armed　conflicts．

　　　In　Japan，　oral　history　or　oral　life　history　are　newly　recognized　research　methods　in　the　fields　of　folklore，

cultural　anthropology　political　studies，　modern　histor兄and　sociology　Without　labeling　them　as　oral　histories，

howeveちmany　interviews　have　been　conducted　in　various　historical　stlldies，　illcluding　military　history　fbcusing

on　veterans’combat　experiences．　In　2003，　the　Japan　Oral　History　Association　was　established．　Nonetheless，

oral　history　programs　are　not　nearly　as　established　as　those　in　the　United　States．　It　is　noteworthy　that　a　few

universities，　including　University　of　Tbkyo，　Graduate　School　of　Policy　Studies，　and　Tbkyo　University　of　R）reign

Studies，　have　recently　established　oral　history－related　programs．　Howeveちnone　of　them　has　clear　fOcus　on

wartime　combat　experience　of　WWII　veterans．
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